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概要

Oracle VMリリース3.2.ドキュメント・セットには、リリース3.2.(Oracle VMリリース3.2の初期リリース)についての情報が含まれます。このドキュメント・セットは、今後の3.2.xリリースについてもご使用ください。3.2.xパッチ更新に含まれるすべてのREADMEファイルに加えて、このドキュメント・セットもご使用ください。

3.2.xパッチ更新は、http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/downloads/index.htmlからダウンロードできます。

このドキュメントには、Oracle VMリリース3.2の情報が含まれ、製品ドキュメントより優先されます。このドキュメントには、Oracle VMドキュメントに含まれていない最新情報が記載されています。このドキュメントは、Oracle VMをインストールする前にお読みください。このドキュメントはリリース後に更新されている可能性があります。このドキュメントの更新版を確認したり、その他のOracleドキュメントを参照するには、Oracle Technology Network (OTN) Webサイトのドキュメントのセクションを参照してください。

http://www.oracle.com/technology/documentation/

このドキュメントは、Oracle VMのユーザーおよび管理者を対象にしています。製品を簡単に紹介し、Oracle VMの使用時に発生する可能性のある問題とその対処方法を説明します。

Oracle VMをインストールして使用する前に、このドキュメントを読むことをお薦めします。

ドキュメント作成日: 2015年11月10日(改訂: 5081)
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1 概要







Oracle VMは、仮想化テクノロジの利点を活用するための環境を完備したプラットフォームです。Oracle VMを使用すると、サポートされている仮想化環境内にオペレーティング・システムとアプリケーション・ソフトウェアをデプロイできます。Oracle VMのコンポーネントは、次のとおりです。


	
Oracle VM Server for x86


	
Oracle VM Server for SPARC


	
Oracle VM Manager






Oracle VM Server for x86 (Oracle VM Server)は、x86ハードウェアで仮想マシンを実行するための軽量でセキュアなサーバー・ベース・プラットフォームを提供するように設計された、自己完結型の仮想化環境です。Oracle VM Serverは基盤となるXenハイパーバイザ・テクノロジの更新されたバージョンに基づており、これにはOracle VM Agentが付属しています。また、様々なデバイスおよびファイル・システムをサポートするLinuxカーネルが含まれます。LinuxカーネルはDom0として動作して、1つ以上のDomU仮想マシンを管理します(各仮想マシンは、Linux、Oracle SolarisまたはMicrosoft Windowsです)。

Oracle VM Server for SPARC (旧Sun Logical DomainsまたはLDoms)は、オラクルSPARC Tシリーズ・サーバーでのオラクルによるサーバー仮想化およびパーティション技術です。Oracle VM Server for SPARCは、SPARCハイパーバイザを利用して論理または仮想マシンと呼ばれるパーティションを作成することで、サポートされているプラットフォームのリソース(CPU、メモリー、I/Oおよび記憶域)を分割し、SPARC Tシリーズ・サーバーおよびOracle Solarisオペレーティング・システムが提供する大規模スレッドを活用します。

Oracle VM Managerは、Oracle VM環境を構成および管理できるサーバー側のコンポーネントです。Oracle VM Managerには、コマンドライン・インタフェースと、Webベースのユーザー・インタフェース(標準のApplication Development Framework (ADF) Webアプリケーション)の両方が含まれています。Oracle VM Managerでは、インストール・メディアまたはテンプレートから仮想マシンを作成するなど、仮想マシンの管理機能が提供されます。仮想マシンの電源オン、電源オフ、削除、インポート、デプロイ、ライブ・マイグレーションなどの機能が提供されます。また、Oracle VM Managerでは、ISOファイル、仮想マシン・テンプレート、共有仮想ディスクなどのリソースを管理できます。

このドキュメントでは、Oracle VMの最新情報を示します。











2 Oracle VMの新機能








	2.1 Oracle VM Release 3.2の新機能
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	2.3 Oracle VM 3.0.3の新機能
	2.4 Oracle VM 3.0.2の新機能




ここでは、Oracle VMの新機能および拡張機能について説明します。この情報は、以前のリリースのOracle VMを使用していたユーザーに役立ちます。





2.1 Oracle VM Release 3.2の新機能







Oracle VMリリース3.2の新機能および拡張機能は次のとおりです。

 パフォーマンス、スケーラビリティおよびセキュリティ


	
Oracle VM Server for SPARCのサポート: Oracle VM Managerを使用して、Oracle VM Server for SPARCを実行しているSPARCサーバーを検出し、仮想マシンの管理タスクを実行できるようになりました。


	
Oracle VM Server for x86の新しいDom0カーネル: Oracle VM Server for x86のDom0カーネルが更新され、Oracle Linuxで使用されるOracle Unbreakable Enterprise Kernel 2 (UEK2)と同一になり、Oracle Linuxでサポートされているドライバとの完全なバイナリ互換性が実現されています。Oracle VM Dom0環境(より一般的な目的のOracle Linux環境ではない)の特殊な性質上、一部のLinuxドライバは、Oracle LinuxのUEK2カーネルとの完全な互換性がある場合でも、Oracle VMのコンテキストでサポートするために適切でない場合があります。Oracleサポート・サービスから指示されないかぎり、追加のドライバをインストールしないでください。






 インストール


	
MySQLデータ・ベースのサポート: MySQLデータベースは、Oracle VM Manager管理リポジトリの簡易インストール用にバンドルされたデータベースとして使用されます。既存のOracle SE/EEデータベースもこのインストーラで対応されているため、カスタム・インストールを実行することで、既存のインフラストラクチャを活用することができます。バンドルされたMySQLデータベースを使用した簡易インストールは、本番環境内で完全にサポートされています。


	
Oracle XEデータベースの付属の廃止: Oracle VM Managerでは、バックエンド・データベースとしてのOracle XEデータベースはバンドルされなくなりました。現在Oracle XEを使用してOracle VM Managerを実行している場合、アップグレードするにはまず、データベースをOracle SEまたはOracle EEに移行する必要があります。


	
Oracle VM Serverのサポート・ツール: Oracle VM ServerのISOには、メタパッケージが提供され、サポートを支援するパッケージをインストールすることができます。これらのパッケージは、Oracle VM Serverとは独立しているため、自動的にインストールされません。メタパッケージおよびその従属データのインストールは、サポート問合せの解決に役立つ場合があるため、任意にインストールすることができます。sudoパッケージは、以前Oracle VM Serverの従属データとしてインストールされていましたが、現在はovs-support-toolsメタパッケージの従属データになっていることに注意してください。Oracle VM Serverのインストールにsudoが必要な場合、ovs-support-toolsメタパッケージをインストールする必要があります。






 ユーザビリティの改善


	
Oracle VMコマンドライン・インタフェース(CLI): Oracle VMの新しいコマンドライン・インタフェースを使用して、すべてのサーバー・プール、サーバーおよびゲストの管理など、Oracle VM Manager Webインタフェースと同じ機能を実行できます。CLIコマンドは、スクリプト化し、 Webインタフェースと組み合せて実行できるため、柔軟性が高く、Oracle VM環境のデプロイおよび管理に役立ちます。CLIでは、公開鍵認証がサポートされており、パスワードを埋め込まずにスクリプトを作成でき、Oracle VM Managerへのリモート・ログインをセキュアにします。また、この機能を使用して実行されたすべてのコマンドについての完全な監査ログも作成されます。CLIの使用の詳細は、『Oracle VMコマンドライン・インタフェース・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
アクセシビリティ・オプション: スクリーン・リーダーでのアクセス性を向上させるUI表示のオプションで、コントラストが改善され、フォント・サイズが大きくなっています。詳細は、「Oracle VM Managerユーザー・インタフェースのアクセシビリティ機能に関する説明」を参照してください。


	
「Health」タブ: 仮想環境全体の状況およびステータスを監視し、メモリーおよびCPU使用状況などの履歴の統計を表示します。「Health」タブの使用の詳細は、「Health」タブに関する説明を参照してください。


	
オブジェクトの複数選択: 複数のOracle VM Serverを個別にアップグレードするのではなく、1つの手順でアップグレードするなど、1つ以上のオブジェクトを選択して、複数のオブジェクトに対する1つのアクションを実行します。複数選択機能についての説明を参照してください。


	
オブジェクトの検索: タブ管理ペインの多くおよび一部のダイアログ・ボックスで、オブジェクトを検索できます。これは、仮想マシンまたはOracle VM Serverなど、多数のオブジェクトによる大規模なデプロイメントで特に便利です。検索機能の使用の詳細は、名前フィルタに関する説明を参照してください。


	
オブジェクトのタグ付け: Oracle VM Manager内の仮想マシン、サーバーおよびサーバー・プール・オブジェクトにタグ付けして、アイテムの論理的なグルーピングを作成することで、タグによるオブジェクトの検索をより簡単にできます。


	
表およびその他のUIリストのアルファベット順配置: 表にリストされるアイテムおよびその他のUI表示は、Oracle VM Manager内でデフォルトでアルファベット順にソートされるため、大規模デプロイメントでのオブジェクトの検索がより簡単になります。


	
サーバー・プールへのリポジトリの提示: 個々のOracle VM Serverに記憶域リポジトリを提示することに加え、1つ以上のサーバー・プールのすべてのOracle VM Serverにリポジトリを提示できます。詳細は、記憶域リポジトリの提示または非提示に関する説明を参照してください。


	
サーバー・プール・クラスタのタイムアウト構成: Oracle VM Manager内のクラスタ化サーバー・プールの構成時に、秒単位でクラスタのタイムアウトを指定する追加属性が追加されました。


	
NFSのサーバーのリフレッシュおよび不均一エクスポートのアクセス・リスト: 別のサーバー・プールが別のエクスポートに公開されるNFS構成では、不均一エクスポートおよびアクセス・リストを構成して、サーバー・プールのリフレッシュの実行方法を制御します。この機能の詳細は、不均一エクスポートのNFSアクセス・グループに関する説明を参照してください。


	
複数のiSCSIアクセス・ホストの構成: iSCSIストレージ・デバイス用に、複数のアクセス・ホストを構成できます。


	
ディスク、ISOおよびvdiskのサイズ表示: Oracle VM Managerでは、仮想マシン編集ダイアログ内で、ディスク、ISOおよびvdiskのサイズが表示されるようになり、ディスクの選択が簡単になります。


	
自動化されたバックアップと簡単なリストア: バンドルされたMySQL Enterprise Editionデータベースを利用したOracle VM Managerのインストールには、完全に自動化されたデータベース・バックアップと、データベースを簡単にリストアできるクイック・リストア・ツールが含まれています。


	
シリアル・コンソール・アクセス: Oracle VM Managerに含まれるシリアル・コンソールJavaアプレットによって、SPARCとx86の両方のハードウェアで実行している仮想マシンへのシリアル・コンソール・アクセスが可能になります。この機能は、x86ハードウェアで実行している仮想マシンへの既存のVNCベースのコンソール・アクセスを補完します。


	
繰返しジョブへのプリファレンスの設定: Oracle VM Managerでは、繰返しジョブのプリファレンスを制御する機能が提供されています。これには、リポジトリおよびファイル・システムのリフレッシュのようなタスクに対する、有効化、無効化または間隔の設定を行う機能と、YUM更新のチェック・タスクを制御する機能が含まれています。


	
プロセッサ互換性グループ: 仮想マシンは、互換性のあるプロセッサ・タイプを使用するサーバー間でのみ移行可能であるため、Oracle VM Managerでプロセッサ互換性グループを定義する機能が提供され、仮想マシンを移行できるサーバーを選択できるようになっています。


	
追加のユーティリティおよび仮想マシン・ロールの構成: Oracle VM Serverで新しいロールがサポートされるようになり、サーバーが担当する機能タイプを制御します。仮想マシン・ロールは、Oracle VM Serverで仮想マシンを実行するために必要です。ユーティリティ・ロールで構成されているOracle VM Serverは、ファイルのクローニング、テンプレートのインポート、リポジトリの作成などの操作、および仮想マシンの実行に直接関係しないその他の操作の実行に適しています。


	
仮想マシンの直接インポート: Oracle VM Managerを使用して、仮想マシンを直接インポートできるようになったため、先にテンプレートにインポートしてクローニングする必要はなくなりました。


	
仮想マシンの起動ポリシー: 仮想マシンに起動ポリシーを指定し、常に配置されているサーバー上で仮想マシンを起動するか、または、サーバー・プール内の最適なサーバー上で仮想マシンを起動するかを指定できるようになりました。


	
仮想マシンへのVNICのホットアド: Oracle VM Manager内から実行中の仮想マシンへ直接VNICを追加できるようになりました。


	
仮想マシンへのメッセージの送信: キー/値のペアの形式のメッセージを仮想マシンに直接送信する機能がOracle VM Managerに提供されています。


	
NTP構成: すべてのサーバー全体で時間を同期化させる必要があります。Oracle VM Managerでは、NTPを全サーバー間で一括構成する機能が提供されています。












2.2 Oracle VM 3.1.1の新機能







Oracle VMリリース3.1.1の新機能および拡張機能は次のとおりです。

 パフォーマンス、スケーラビリティおよびセキュリティ


	
Xenハイパーバイザの更新: Xenはリリース4.1.2に更新されています。


	
Oracle VM Server for x86の新しいDom0カーネル: Dom0カーネルは、Oracle Linuxで使用されるOracle Unbreakable Enterprise Kernel 2 (UEK2)と同一になり、Oracle Linuxでサポートされているドライバとの完全なバイナリ互換性が実現されています。Oracle VM Dom0環境(より一般的な目的のOracle Linux環境ではない)の特殊な性質上、一部のLinuxドライバは、Oracle LinuxのUEK2カーネルとの完全な互換性がある場合でも、Oracle VMのコンテキストでサポートするために適切でない場合があります。Oracleサポート・サービスから指示されないかぎり、追加のドライバをインストールしないでください。


	
ジャンボ・フレームのサポート: 様々なMTUサイズが完全にサポートされています。ネットワークMTUサイズの設定の詳細は、ボンディングされたインタフェースの管理に関する説明を参照してください。


	
LUNのサイズ変更: LUN (記憶域リポジトリまたはサーバー・プール・ファイル・システムのいずれかとして使用される)はOCFS2ファイル・システムのサイズも変更することができます。


	
OCFS2記憶域リポジトリへのバックアップ/リストア・アクセス: NFS共有としてOCFS2記憶域リポジトリを示し、記憶域リポジトリのコンテンツをバックアップおよびコピーするために外部ツールへのアクセスを有効にします。記憶域リポジトリのバックアップの有効化の詳細は、記憶域リポジトリのバックアップの有効化に関する説明を参照してください。


	
サーバー・プール間でのOCFS2リポジトリの移動: あるサーバー・プールからOCFS2記憶域リポジトリを削除して他のサーバー・プールへ追加します。あるサーバー・プールから他のサーバー・プールへの記憶域リポジトリの移動のプロセスは簡素化され、障害時リカバリをより簡単にし、記憶域のアジリティが向上されています。






 インストール


	
マルチパスSANからのブート: Oracle VM Serverをインストールして、ローカル記憶域のタイプを問い合せずにマルチパスSANからブートを実行できます。






 ユーザビリティの改善


	
仮想マシン・テンプレートの作成: 仮想マシンは、テンプレートとしてクローニングされ、テンプレートは他のテンプレートの作成に使用され、ウィザードを使用した仮想マシンの作成と同様の方法でテンプレートを作成できます。仮想マシン・テンプレートの作成の詳細は、仮想マシン・テンプレートの作成に関する説明を参照してください。


	
仮想マシンおよびテンプレートの移動またはクローニング: (構成情報、ディスク・リソース、記憶域およびネットワークを含む)仮想マシンまたはテンプレートの移動またはクローニング。仮想マシンの移動およびクローニングの詳細は、仮想マシンおよびテンプレートのクローニングに関する説明、Oracle VM Server間での仮想マシンの移動に関する説明、仮想マシン・テンプレートのクローニングに関する説明および仮想マシン・テンプレートの移動に関する説明を参照してください。


	
vCPUのホットアド: 仮想CPUを実行中の仮想マシンに即時追加します。仮想マシンの編集および実行中の仮想マシンへのvCPUの追加の詳細は、仮想マシンの編集に関する説明を参照してください。


	
ホスト名およびIPを使用した複数のOracle VM Serverの検出: 個々のIPアドレスを別々に入力するかわりに、テキスト・フィールドに複数のホスト名またはIPアドレスを入力または貼付けして、Oracle VM Serverを検出します。Oracle VM Serverの検出の詳細は、Oracle VM Serverの検出に関する説明を参照してください。


	
仮想マシンのキーボード・マッピング: サーバー・プールだけでなく個々の仮想マシンで様々な言語でのキーボード・マッピングをサポートします。仮想マシンの作成時のキーボード・マッピングの詳細は、仮想マシンの作成に関する説明を参照してください。


	
仮想マシン・コンソール: 仮想マシン・コンソールが他のユーザーによって使用されている場合、仮想マシン・コンソールの制御を引き継ぐことができます。仮想マシン・コンソールの詳細は、仮想マシンへの接続に関する説明を参照してください。


	
ユーザー・インタフェースの改善: ユーザー・インタフェースの大幅な改善により、使用がより簡単になり、ワーク・フローがより直感的になり、タスクの実行に必要なクリック数を削減しました。Oracle VM Managerユーザー・インタフェースの詳細は、Oracle VM Managerの使用に関する説明を参照してください。


	
ドラッグ・アンド・ドロップ: ユーザー・インタフェースでオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップできます。ドラッグ・アンド・ドロップ機能の使用の詳細は、ドラッグ・アンド・ドロップに関する説明を参照してください。












2.3 Oracle VM 3.0.3の新機能







Oracle VMリリース3.0.3の新機能および拡張機能は次のとおりです。

 パフォーマンス、スケーラビリティおよびセキュリティ


	
アンチ・アフィニティのサポート: 同じOracle VM Serverに配置できない仮想マシンを定義します。この機能を使用して、重要なリソースが共有シングル・ポイント障害に配置されないようにすることで、可用性を向上させます。アンチ・アフィニティの詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』のアンチ・アフィニティ・グループに関する説明を参照してください。


	
Oracle VM Agentパスワードの変更: サーバー・プール内のすべてのOracle VM ServerのOracle VM Agentパスワードは、Oracle VM Managerから変更できます。Oracle VM Agentパスワードの変更方法の詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』のOracle VM ServerでのOracle VM Agentパスワードの変更に関する説明を参照してください。






 インストール


	
再インストール後のOracle VM Managerアイデンティティの保持: Oracle VM Managerの再インストール方法および以前のUUIDの保持方法の詳細は、『Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド』のOracle VM Managerのインストールに関する説明を参照してください。






 ユーザビリティの改善


	
ユーザー・インタフェース: ウィザードが改善され、操作がよりスムーズになり、操作のニーズに対応しています。


	
仮想マシン: 仮想マシンの作成時に、明示的に最大メモリーを設定します。仮想ディスク属性の更新に柔軟に対応できます。シック・プロビジョニングまたはシン・プロビジョニングを選択します。CDROMの動的な更新を実行します。仮想マシン・コンソールでは、ユーザー名/パスワードは必要ありません。これらの仮想マシンの新機能の詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』の仮想マシンの管理に関する説明を参照してください。


	
ライブ移行アシスタント: ライブ移行中に、「Live Migration」ダイアログ・ボックスで許可するターゲットOracle VM Serverのみを選択できます。移行先のほかのサーバーが表示されない理由に関する説明の項では、特定のサーバーに移行できない理由が説明されています。アンチ・アフィニティおよびCPUファイリなどのハードウェア要因が考慮されています。


	
最大ゲスト・メモリー: 新しい「Create Virtual Machine」ウィザードには、最大メモリーの設定が含まれています。これは、実行中の仮想マシンに構成できるRAMの最大量です。












2.4 Oracle VM 3.0.2の新機能







Oracle VMリリース3.0.2の新機能および拡張機能は次のとおりです。

 パフォーマンス、スケーラビリティおよびセキュリティ


	
Xen 4.0ハイパーバイザの更新: より効率的な電力管理機能が提供され、ハードウェア・サポートの範囲が広がり、ハードウェア仮想化ゲストと準仮想化ゲストの両方のパフォーマンス、スケーラビリティおよびセキュリティが向上しています。


	
新規ドライバによるDom0 Linuxカーネルの更新: 最新のUnbreakable Enterprise Kernelにより、パフォーマンスが向上するようにハードウェア・サポートが強化されています。


	
スケーラビリティの向上: Oracle VM Serverで最大160のCPUと2TBのメモリーのサポートが可能。


	
OCFS2 1.8クラスタ・ファイル・システムの更新: OCFS2 1.8でのインスタント・クローンのサポートによって、仮想マシンのプロビジョニングおよびクローニングが大幅に高速に行われるようになります。


	
OVFのサポート: Oracle VM Managerを使用して、Oracleで作成される幅広いOpen Virtualization Format(OVF)ベースのソフトウェア・アセンブリをインポートし、アプリケーションのデプロイを迅速に行うことができるようになりました。アセンブリの使用の詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』のアセンブリに関する説明を参照してください。






 ネットワークと記憶域の構成および管理


	
ネットワークの構成および管理: Oracle VM Serverのすべての論理ネットワーク構成および管理(NICポートのボンディングやVLAN Networksの構成など)は、Oracle VM Managerを使用して行われるようになりました。Oracle VM Managerのネットワーク管理の詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』のネットワーク管理に関する説明を参照してください。


	
記憶域の構成および管理: Oracle VM Storage Connectフレームワークを使用すると、Oracle VM Managerで既存のストレージ・システムのリソースや機能に直接アクセスできるため、ネイティブ・ストレージ・サービス(SANやNFSの記憶域の作成、削除、拡張など)がサポートされます。これによって、Oracle VM Managerでは、使用可能な記憶域を自動的に検出したり、新しい記憶域リポジトリを作成したり、RAW記憶域を仮想マシンに直接マップできるようになります。記憶域の管理の詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』の記憶域の管理に関する説明を参照してください。






 物理ステータスおよび仮想ステータスとリソース情報


	
リソース情報: 物理Oracle VM Serverおよび仮想マシンごとに、CPU、メモリー、ディスクおよびネットワークについてのパフォーマンス統計が使用可能です。物理オブジェクトおよび仮想オブジェクトごとにイベント(ポートの起動/停止ステータスなど)が表示されます。IPアドレスやその他の構成情報は、直接ユーザー・インタフェースに表示されます。


注意

Oracle VM Managerのユーザー・インタフェースですべてのメトリックが公開されるわけではありません。








 ポリシーベースのリソース管理


	
容量管理のための分散リソース・スケジューリング(DRS): DRSでは、サーバー・プールをリバランスして、実行中の仮想マシンに一貫性のあるリソースを提供するための目標を設定し、Oracle VM Serverの使用状況をリアルタイムで監視できます。DRSでは、負荷の高いOracle VM Serverから負荷の低いOracle VM Serverに負荷を移行します。


	
電力消費が最小限になるようにサーバー・プールを最適化するための分散電源管理(DPM): DPMはDRSを補完して、リソース使用率が低い期間がある場合にサーバー・プールのOracle VM Serverの数を削減します。DPMによって、リソース使用率が増加したときに、必要に応じて自動的に容量が追加されます。






DRSおよびDPMの使用方法の詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』のサーバー・プール・ポリシーに関する説明を参照してください。

 ユーザビリティの改善


	
ユーザー・インタフェース: 最新のOracle Application Development Framework (ADF)に基づいて、Oracle VM Managerには、物理環境および仮想環境のリアルタイムな状態を表示するための、完全にインタラクティブなツリー・ビューおよび自動リフレッシュが追加されています。新しいユーザー・インタフェースの使用方法の詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』のOracle VM Managerの使用方法に関する説明を参照してください。


	
仮想マシン: インストールを簡略化するために起動順序を指定します(ディスクやCD-ROMなど)。RAW記憶域または仮想ディスク(vdisks)を直接アタッチします。仮想マシンの詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』の仮想マシンの管理に関する説明を参照してください。


















3 主な不具合の修正








	3.1 Oracle VMリリース3.2.1の不具合の修正
	3.2 Oracle VM 3.1.1での不具合の修正
	3.3 Oracle VM 3.0.3での不具合の修正




この項では、Oracle VMでの主な不具合の修正について説明します。このリリースでの不具合の修正は他にも多数ありますが、この項では、より重要なものを重点的に説明します。この情報は、以前のリリースのOracle VMを使用していたユーザーに役立ちます。





3.1 Oracle VMリリース3.2.1の不具合の修正







Oracle VMリリース3.2.1で修正された主な不具合は次のとおりです。


	
サーバーの検出時の問題(ファイル・サーバーの管理サーバー・リストに、そのサーバーがない場合でも、Oracle VMがすべてのファイル・サーバー・マウントを検出しようとする)を修正しています。 (14573204)


	
ボンド作成中に異なるMTU設定を持つスレーブ・ポートの処理を向上させます。 (13929346)


	
ネットワーク・ポート値のチェックを追加し、nullポインタ例外がスローされるのを防止します。 (14653155)


	
VLANダイアログ・ボックスで「Escape」ボタンを押したときの「Object Not Found」問題を修正します。 (15827079)


	
クラスタ・ストアのキャッシュ・サイズの動的な変更がサポートされています。デフォルトのキャッシュ・サイズは現在150Kです。(15850684)


	
Microsoft Internet Explorerバージョン7、8および9の最新の更新がHTTPS経由でOracle VM Managerに接続できない問題を修正します。 [1] (14754924)


	
ブラウザを閉じるとOracle VM Managerでジョブが開いたままで不正な状態になる問題を修正します。 (15838028)


	
マルチスレッド操作でVNICを作成する際の不要なロックは発生しなくなります。 (14054156)


	
未検出のリポジトリ内にディスクがある仮想マシン、または未検出の物理ディスクがある仮想マシンを検出する際の問題を修正します。 (14104117)


	
特定のマルチスレッド操作で仮想ディスク(vdisks)が失効したままでオブジェクトが検出されません。(14043681)


	
様々なタスクがグローバル・コンテキストでジョブを実行しているため、Oracle VM Managerが再起動後にハングアップします。 (14175298)


	
マルチスレッド・サーバーでの失効ロックの問題(まれにオブジェクトが見つからないというエラーが発生します)。 (14108096)


	
サーバーのハードウェア構成(BIOS)が変更された後に、Oracle VM Managerがサーバーの検出またはサーバーの起動に失敗します。 (14169237)


	
HTTPを無効にできません。 (13524729)


	
Oracle VM ManagerのUIタイムアウトの問題(デフォルト値の時間では記憶域リポジトリの作成には十分ではありません)。 (13925232)


	
仮想マシンを移行する際のターゲット・サーバー(および他のサーバー)のリストが名前順ではありません。 (14160596)


	
「Edit Vlan Group」ウィンドウが、すべての情報が適切に表示されるサイズである必要があります。 (14160610)


	
ナビゲーション・ツリー(サーバー)が名前順ではありません。 (14160581)


	
Oracle VM Managerを停止できない場合に、アップグレード処理が続行されないようにする必要があります。 (14305714)


	
YumリポジトリのURLの再設定が原因のサーバーの再検出における問題。 (14228607)


	
Oracle VM Managerの再起動後に、iSCSIイニシエータがZFS Storage Applianceアクセス・グループに関連付けられなくなります。 (14180913)












3.2 Oracle VM 3.1.1での不具合の修正







Oracle VMリリース3.1.1で修正された主な不具合は次のとおりです。


	
停止シナリオでは、複数のオブジェクトの複数のイベントを確認する必要があります。(13845733)


	
インストーラでは、既存のデータベースを再利用できません。(13744793)


	
サーバー・プール・ファイル・システムが破損している場合、Oracle VM Managerからサーバー・プール・ファイル・システムを削除できません。(13601257)


	
すでにパーティションが存在するLUNではリポジトリを作成できません。(13596838)


	
HVMゲストは、MEMがMAXMEMと等しくない場合、起動に失敗するかパニックが発生します。(13560881)


	
Oracle VM Serverを解放した場合、Oracle VM ManagerからVMおよびOracle VM Serverを削除できません。(13473061)


	
リポジトリがリフレッシュされても、コア・インタフェースおよびユーザー・インターフェースのOCFS2記憶域リポジトリ・サイズは更新されません。(13449381)


	
マルチパスSANで起動したOracle VM Serverでは、DM MPデバイスの初期化に失敗します。(13341598)


	
VMの起動が保留になります。(13044663)


	
CPU使用率のAPIで負の値が返されます。(12999197)


	
物理ディスク/LUNのサイズを変更してもファイル・システムのサイズは変更されません。(12962538)


	
Oracle VM Serverは、マルチパスSANディスクからの起動に失敗します。(12682785)


	
HP ProLiant BL680c G5 Server上で、Oracle VM Server Release 3.0.3からOracle VM Server Release 3.1.1にアップグレードできません。(14690247)












3.3 Oracle VM 3.0.3での不具合の修正







Oracle VMリリース3.0.3で修正された主な不具合は次のとおりです。


	
Oracle VM Managerのアップグレードの改善により、アップグレード時間が大幅に削減されました。


	
Oracle VM Managerで入力されたIPアドレスは、常に正常な形式であるよう検証されます。IPアドレスが誤った形式である場合、エラー・メッセージが表示されます。


	
Linuxカーネル・デバイス・マネージャ(udev)が改善され、パフォーマンスが向上しました。最も大きな変更は、サーバーの起動後、udevの実行までにかかる時間が2、3分から数秒に短縮されたことで、システムのハングアップやその他の起動時間に依存するシステムでの問題が削減されました。


	
管理ネットワークが仮想マシン・ネットワークの役割も果たす場合、環境に追加されるときにOracle VM Serverに仮想マシン・ネットワーク接続のブリッジが作成されます。結果として、仮想マシンは、新しいOracle VM Serverに移行されても正常に動作します。


	
DHCPはVLANグループ・インタフェースに使用できます。(13322814)


	
Oracle VM ServerおよびUnbreakable Enterprise Kernel (UEK)は、特定のBroadcom NetXtreme II XGb (bnx2x)ネットワーク・コントローラの不正な構成によって生じる大量のカーネル警告メッセージを防ぐようパッチ処理されています。無効な構成が検出された場合、コントローラ・カードごとに1つの警告メッセージが表示されます。


	
Oracle VM Serverの特定のBroadcom NetXtreme II XGb (bnx2x)ネットワーク・コントローラに関する一部のネットワーク・スループットの問題は解決され、デフォルトのTPA設定はネットワーク・スループットに悪影響を与えず、仮想マシンおよびNFS記憶域間のネットワークでのbnx2xコントローラのハングアップはもう発生しません。


	
タグ付けされていないVLANセグメントを使用する場合、ユーザーは、VLANインタフェースではなく、NICポートにIPアドレス情報を構成する必要があります。これにより、重複した構成や他の構成ミスのリスクを削減します。


	
仮想マシン・クローンのネットワークに遅延スキームが実装され、仮想マシンの仮想NIC接続はクローン操作の最後にのみロックされます。結果として、複数の仮想マシンが同じテンプレートからパラレルでクローンされる場合には、イーサネット・ネットワークでのロックの問題は発生しなくなります。


	
Oracle VM Managerでは、「Acknowledge All Events」ボタンで、現在のリスト・ビューで表示されているアイテムだけでなく、すべてのイベントを効率的にクリアします。













[1] この問題は、http://support.microsoft.com/kb/2661254で入手可能な最新のセキュリティ・パッチを適用した後に発生します。この修正の実装手順については、『Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド』を参照してください。















4 サポートされているゲスト・オペレーティング・システム








	4.1 Oracle VM Server for x86でサポートされるゲスト・オペレーティング・システム
	4.2 Oracle VM Server for SPARCでサポートされるゲスト・オペレーティング・システム





作成するゲスト仮想マシンは、この項で示すサポート構成のいずれかである必要があります。サポートされているオペレーティング・システムは、x86ベースのサーバー・プールで作成された仮想マシンとSPARCベースのサーバー・プールで作成された仮想マシンでは異なります。





4.1 Oracle VM Server for x86でサポートされるゲスト・オペレーティング・システム







Oracle VM Server for x86ベースのサーバー・プールで作成するゲスト仮想マシンは、サポートされている次の構成のいずれかである必要があります。


表1 64ビットCPUハードウェア仮想化でサポートされているゲスト・オペレーティング・システム(LinuxおよびSolaris)


	
ゲスト・オペレーティング・システム

	
ハードウェア仮想化(32ビット)

	
PVドライバを使用したハードウェア仮想化(32ビット)

	
ハードウェア仮想化(64ビット)

	
PVドライバを使用したハードウェア仮想化(64ビット)


	
Oracle Linuxリリース7.x

	
N/A

	
N/A

	
可

	
可


	
Oracle Linuxリリース6.x

	
可

	
可

	
可

	
可


	
Oracle Linuxリリース5.x

	
可

	
可

	
可

	
可


	
Oracle Linuxリリース4.x

	
可

	
可

	
可

	
可


	
Oracle Solaris 11 [a]

	
N/A

	
N/A

	
N/A

	
可


	
Oracle Solaris 10 [a]

	
N/A

	
可

	
N/A

	
可


	
Red Hat Enterprise Linux 7.x

	
N/A

	
N/A

	
可

	
可


	
Red Hat Enterprise Linux 6.x

	
可

	
可

	
可

	
可


	
Red Hat Enterprise Linux 5.x

	
可

	
可

	
可

	
可


	
Red Hat Enterprise Linux 4.x

	
可

	
可

	
可

	
可


	
CentOS 6.x

	
可

	
可

	
可

	
可


	
CentOS 5.x

	
可

	
可

	
可

	
可


	
CentOS 4.x

	
可

	
可

	
可

	
可


	
SUSE Linux Enterprise Server 11.x [b]

	
不可

	
不可

	
可

	
可


	

[a] Oracle Solarisは、Solaris 10 10/09からさポートされるようになりました。Solaris 10またはSolaris 11 OSはハードウェア仮想マシン(HVM)として動作し、これには、基礎となるハードウェア・プラットフォームでHVMサポート(Intel VTまたはAMD-V)が必要です。デフォルトのSolaris 10またはSolaris 11 OSには、OSの一部として必須の準仮想化(PV)ドライバがすでにインストールされています。Oracle Solaris 10では、x86 32ビットと64ビットのアーキテクチャがサポートされています。OSの起動時に、ハイパーバイザまたは基礎となるハードウェアを調べて、32ビット・モードまたは64ビット・モードが選択されます。Oracle Solaris 11では、x86 64ビットのアーキテクチャのみをサポートします。




[b] SLES 11のカーネル・バージョンの最小要件は、3.0.31-0.9です。

SLES 11でPVHVMゲストを起動するには、次の手順が必要です。


	
オペレーティング・システムをインストールして、カーネル・バージョンを3.0.31-0.9にアップグレードします。


	
仮想マシンを停止します。


	
Oracle VM Managerで、仮想マシンのドメイン・タイプを編集して、Xen PVMに設定します。


	
仮想マシンを再起動します。






第8.3.25項「(x86のみ) SUSE Linux Enterprise Serverゲストでネットコンソールが動作しない」も参照してください。













注意

Oracleソフトウェア要件の詳細は、My Oracle Supportのドキュメント464754.1 (https://support.oracle.com/oip/faces/secure/km/DocumentDisplay.jspx?id=464754.1)のOracle VMの認証ソフトウェアを参照してください。

また、Oracle VM、Oracle LinuxおよびOracle Solarisでのサポート予定については、Oracle VMのリソース・ページ(http://www.oracle.com/us/technologies/virtualization/oraclevm/resources/index.html)を参照してください。




表2 64ビットCPU準仮想化でサポートされているゲスト・オペレーティング・システム


	
ゲスト・オペレーティング・システム

	
準仮想化(32ビット)

	
準仮想化(64ビット)


	
Oracle Linuxリリース7.x

	
不可

	
不可


	
Oracle Linuxリリース6.x

	
可

	
可


	
Oracle Linuxリリース5.x

	
可

	
可


	
Oracle Linuxリリース4.x

	
可

	
可


	
Red Hat Enterprise Linux 7.x

	
不可

	
不可


	
Red Hat Enterprise Linux 6.x

	
可

	
可


	
Red Hat Enterprise Linux 5.x

	
可

	
可


	
Red Hat Enterprise Linux 4.x

	
可

	
可


	
CentOS 6.x

	
可

	
可


	
CentOS 5.x

	
可

	
可


	
CentOS 4.x

	
可

	
可


	
SUSE Linux Enterprise Server 11.x

	
不可

	
可











表3 Microsoft Windowsでサポートされるゲスト・オペレーティング・システム


	
Oracle VM Paravirtual Drivers for Microsoft Windowsがインストールされているゲスト・オペレーティング・システム

	
64ビット

	
32ビット


	
Microsoft Windows Server 2012 R2

	
可

	
N/A


	
Microsoft Windows Server 2012

	
可

	
N/A


	
Microsoft Windows Server 2008 R2 SP1

	
可

	
N/A


	
Microsoft Windows Server 2008 SP2

	
可

	
可


	
Microsoft Windows Server 2003 R2 SP2

	
可

	
可


	
Microsoft Windows 8.1

	
可

	
可


	
Microsoft Windows 8

	
可

	
可


	
Microsoft Windows 7 SP1

	
可

	
可


	
Microsoft Windows Vista SP2

	
可

	
可











表4 Oracle VM Paravirtual Drivers for Microsoft Windowsでサポートされるリリース


	
Oracle VMリリース

	
Oracle VM Paravirtual Drivers for Microsoft Windowsリリース3.0.1

	
Oracle VM Paravirtual Drivers for Microsoft Windowsリリース3.2.2


	
Oracle VM 3.0

	
可

	
不可


	
Oracle VM 3.1

	
可

	
不可


	
Oracle VM 3.2

	
可

	
可


	
Oracle VM 3.3

	
不可

	
可















4.2 Oracle VM Server for SPARCでサポートされるゲスト・オペレーティング・システム







Oracle VM Server for SPARCベースのサーバー・プールで作成するゲスト仮想マシンは、サポートされている次の構成のいずれかである必要があります。


	
Oracle Solaris 11


	
Oracle Solaris 10 8/11以上






これらのサポートされているゲスト・オペレーティング・システムで必要な特定のパッチについては、Oracle VM Server for SPARC 3.0リリース・ノートを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E37707_01/html/E29668/gentextid-298.html#ldomsrequiredsoftwarepatches













5 Storage Connectプラグイン







Oracle VMリリース3.1.1でサポートされているStorage Connectプラグインは、リリース3.2でも完全にサポートされています。











6 構成における制限事項







ここでは、Oracle VMの構成の最大値を示します。次の表に示す制限値は、テスト済の推奨制限値であり、Oracleで完全にサポートされています。


表5 仮想マシンの最大値


	
アイテム

	
x86の最大値

	
SPARCの最大値


	
仮想CPU

	
128

	
サーバー上の使用可能なCPUの数と同じ。[a]


	
32ビット・ゲストの仮想RAM

	
63GB

	
不可


	
64ビット・ゲストの仮想RAM

	
2TB

	
サーバーに設置された使用可能なRAMの容量と同じ。[b]


	
準仮想化ゲスト

		
	
仮想NIC

	
31

	
768 [c]


	
仮想ディスク

	
PVM 104、PVHVM 107

	
768 [c]


	
ハードウェア仮想化ゲスト

		
	
仮想NIC

	
8

	
不可


	
ディスク(IDE、SCSI、CDROMおよび仮想ディスクを含む)

	
4

	
不可


	

[a] 完全に構成されたM10では、2048になります。

Oracle M6では3072になります。

M5では1536になります。

T5では1024になります。

これらの最大値は、制御ドメインなどの他のドメインに割り当てられたCPUは含められていません。ハイパーバイザは、任意の特定の論理ドメインに、サーバーのCPU、メモリーおよびI/Oリソース全体のサブセットを割り当てることができます。




[b] Fujitsu M10、Oracle M5またはOracle M6で32TB。

Oracle T5で4TB。

ハイパーバイザには低容量のRAMが必要になります。

これらの最大値は、制御ドメインなどの他のドメインに割り当てられたRAMは含められていません。ハイパーバイザは、特定の論理ドメインに、サーバーのCPU、メモリーおよびI/Oリソース全体のサブセットを割り当てることができます。




[c] SPARCの仮想NICおよび仮想ディスクの合計数は、サポートされているSPARC Tシリーズ・サーバーの使用可能なLDC (論理ドメイン・チャネル)の合計数を超えることはできません。













注意

仮想マシンの最大値は、使用可能なリソースすべてを使用している1台の仮想マシンを想定しています。




表6 Oracle VM Serverの最大値


	
アイテム

	
x86の最大値

	
SPARCの最大値


	
CPU

	
160

	
使用可能なCPUの数と同じ。[a]


	
RAM

	
4TB

	
使用可能なRAM容量と同じ。[b]


	
仮想マシン

	
128

	
物理ドメイン(PDOM)ごとに128 [c]


	

[a] Oracle M6では、3072になります。

完全に構成されたFujitsu M10では、2048になります。

Oracle M5では1536になります。

Oracle T5では1024になります。




[b] Fujitsu M10、Oracle M5またはOracle M6で32TB。

Oracle T5で4TB。

ハイパーバイザには低容量のRAMが必要になります。




[c] 実際には、最大512のPDOMが可能です。ただし、ゲスト用に完全なコアを割り当てるOracleベスト・プラクティスに従った場合、PDOMの最大数はOracle M5で192、Oracle M6で384となります。













表7 サーバー・プールおよびクラスタの最大値


	
アイテム

	
x86の最大値

	
SPARCの最大値


	
サーバー・プールのOracle VM Server(クラスタ化されていない)

	
64

	
64


	
サーバー・プールのOracle VM Server (クラスタ化)

	
32

	
不可











表8 記憶域の最大値


	
アイテム

	
x86の最大値

	
SPARCの最大値


	
ストレージ・アレイのLUN

	
1,000

	
不可


	
OCFS2ボリューム・サイズ

	
64TB

	
不可


	
OCFS2ボリューム当たりのファイル

	
30,000

	
不可


	
仮想ディスク

	
10TB

	
ハードウェア容量により制限されます。


	
デバイス当たりの仮想IDEドライブ

	
4

	
不可











表9 ネットワークの最大値


	
アイテム

	
x86の最大値

	
SPARCの最大値


	
ネットワーク・ボンド当たりのNICポート

	
4

	
ボンドまたは集計当たり255。


	
Oracle VM Server当たりのネットワーク・ボンド

	
10

	
ハードウェアにより制限されます。



















7 Oracle VM Server for SPARCとOracle VM Managerの使用







この項では、Oracle VM Server for SPARCを使用する際に、Oracle VM Managerでこれらのサーバーを管理する場合の制限事項について説明します。

Oracle VM Server for SPARCの機能のうち、現在のOracle VM Managerでは再現できない多くの機能があります。このような機能には次のものがあります。


	
ゲスト・ドメインへの暗号アクセラレータの割当て。これは、T4シリーズ以前のSPARCサーバーでの機能です。


	
whole-core制約およびmax-cores制約。


	
冗長性を提供するために通常使用される複数のサービス・ドメイン。






Oracle VM Managerの機能のうち、Oracle VM Server for SPARCサーバーを含むサーバー・プールでは使用できない多くの機能があります。このような機能には次のものがあります。


	
iSCSIまたはファイバ・チャネル・ストレージ。ただし、NFS記憶域はサポートされています。


	
サーバー・プールは、HA対応ではありません。


	
Oracle VM ServerのYum更新/アップグレード。


	
仮想マシンの一時停止および再開機能。
















8 既知の制限とその回避策








	8.1 Oracle VM Managerユーザー・インタフェース
	8.2 Oracle VM Serverおよびサーバー・プール
	8.3 仮想マシン
	8.4 ネットワーク
	8.5 ストレージ
	8.6 その他




ここでは、Oracle VMの既知の制限とその回避策について、次の内容を説明します。Oracle VM Server for x86のみに関連する問題については、タイトルにx86のみと示します。Oracle VM Server for SPARCのみに関連する問題については、タイトルにSPARCのみと示します。x86とSPARCの両方のプラットフォームに関連する問題については、タイトルにこのような情報は示しません。





8.1 Oracle VM Managerユーザー・インタフェース








	8.1.1 ブラウザにつき1つのUIのインスタンスしかサポートされない
	8.1.2 ブラウザを閉じると保留中のジョブが終了される
	8.1.3 親ジョブが完了ステータスを示さない場合がある
	8.1.4 VMの新規作成ウィザードで、ウィザードを取り消しても新しい仮想マシンが作成される
	8.1.5 ゲストVMコンソールがOracle LinuxまたはWindowsクライアントで動作しない場合がある
	8.1.6 ゲスト・シリアル・コンソールとVNCコンソールを有効にするためにOracle VM Managerにインストールするパッケージ
	8.1.7 (SPARCのみ) VMがインストール構成ツールを実行していると、Oracle VM Managerからのゲスト・シリアル・コンソールが応答しない
	8.1.8 一部のMicrosoft Windowsゲスト上のIPv6の更新が、Oracle VM Managerで反映されない
	8.1.9 無効なターゲットにドラッグ・アンド・ドロップしたときに、エラー・メッセージが表示されずに失敗する
	8.1.10 VMエラーを確認した後のテキストの色が正しくない




ここでは、Oracle VM Serverユーザー・インタフェースに関連する既知の問題と回避策について説明します。





8.1.1 ブラウザにつき1つのUIのインスタンスしかサポートされない







Webブラウザの異なるタブまたはウィンドウでOracle VM Manager UIに2回接続すると、予期しない表示上の問題が発生する可能性があります。

回避策: Webブラウザ・セッションごとに1つのOracle VM Manager UIのインスタンスにのみ接続する必要があります。

Oracle Bug#13034728







8.1.2 ブラウザを閉じると保留中のジョブが終了される







Oracle VM Managerへのアクセスに使用されていたWebブラウザのタブまたはブラウザ全体を閉じると、WebLogic Serverによって検証され、指定されたタイムアウト時間内にセッションが閉じられます。デフォルトでは、30分に設定されています。そのセッションに関連付けられた、開いているジョブまたは保留中のジョブはすべて、この時間が経過すると中断されます。

回避策: 保留中のジョブがすべて完了してから、Oracle VM Managerが実行されているブラウザ・ウィンドウまたはタブを閉じるようにします。

Oracle Bug#15838028







8.1.3 親ジョブが完了ステータスを示さない場合がある







多くのリフレッシュ・サーバーでNFS記憶域をリフレッシュするなど、多くのサブタスクまたは子ジョブを生成するジョブでは、完了までの時間がOracle VM Managerユーザー・インタフェースに示される時間よりも長くなる場合があります。これによって、すべての子ジョブが完了するまで、いくつかのアクションがブロックされることがあります。

生成されたすべての子ジョブのステータスは、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースのジョブ・ビューに正しく示されます。

Oracle Bug#15946119







8.1.4 VMの新規作成ウィザードで、ウィザードを取り消しても新しい仮想マシンが作成される







VMの新規作成ウィザードは、一連の手順で構成され、そのうちの一部はオプションです。ウィザードで必須パラメータを入力すると、オプションの手順を実行する前に、環境内に仮想マシンが実際に作成されます。ウィザードでオプションの構成手順まで進んだ時点で取り消してウィザードを終了しようとしても、仮想マシンが作成された状態になります。

回避策: ウィザードを終了するときに、不要な仮想マシンを削除します。

Oracle Bug#15968687







8.1.5 ゲストVMコンソールがOracle LinuxまたはWindowsクライアントで動作しない場合がある







Oracle VM Managerからアクセス可能なゲストVMコンソールのうち、あるバージョンのJava Runtime Environment (JRE)とともに使用した場合、一部のWebブラウザおよびオペレーティング・システムで適切に動作しないことがあります。動作に最も一貫性があるJREはJava SE6 Update 35です。システムによっては、他のバージョンのJREも機能する場合があります。

回避策: 並行バージョンのJREを実行することはできますが、Oracle VM ManagerでゲストVMコンソールを使用するには、Oracle VM Managerにアクセスするために使用するクライアント・デスクトップ・コンピュータでhttp://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.htmlからJava SE6 Update 35をインストールする前に、以前インストールしたJREを、ダウンロードされた証明書または一時ファイルと一緒に完全に削除することをお薦めします。

Oracle Bug#14497293およびOracle Bug#14276511







8.1.6 ゲスト・シリアル・コンソールとVNCコンソールを有効にするためにOracle VM Managerにインストールするパッケージ







仮想マシンにアクセスする際にOracle VM Manager内のゲスト・シリアル・コンソールおよびVNCコンソールが確実に適切に機能するように、RPMパッケージが用意されています。このパッケージは、Oracle VM Managerホストにインストールする必要があります。インストールする必要があるパッケージは、ゲスト仮想マシンへのVNCアクセスを提供するTightVNCパッケージと、ゲスト仮想マシンへのシリアル・コンソール・アクセスを提供するためのJTAパッケージです。

VNCアクセスは、x86ゲストでのみ可能です。シリアル・コンソール・アクセスは、x86およびSPARCゲストで可能です。

パッケージは、次のOracleのPublic Yum Serverから入手できます。


	
TightVNC (Oracle Linux 5): http://public-yum.oracle.com/repo/EnterpriseLinux/EL5/addons/x86_64/tightvnc-java-1.3.9-4.noarch.rpm


	
TightVNC (Oracle Linux 6): http://public-yum.oracle.com/repo/OracleLinux/OL6/addons/x86_64/tightvnc-java-1.3.9-4.noarch.rpm


	
JTA (Oracle Linux 5): http://public-yum.oracle.com/repo/EnterpriseLinux/EL5/addons/x86_64/jta-2.6-1.noarch.rpm


	
JTA (Oracle Linux 6): http://public-yum.oracle.com/repo/OracleLinux/OL6/addons/x86_64/jta-2.6-1.noarch.rpm






Oracle Bug#14395338







8.1.7 (SPARCのみ) VMがインストール構成ツールを実行していると、Oracle VM Managerからのゲスト・シリアル・コンソールが応答しない







SPARCゲストに対してOracle VM ManagerからSPARCゲストに対してゲスト・シリアル・コンソールを開くと、コンソールにtelnet接続に関する情報は表示されてもコンソールが応答しない状態になります。VMがインストール構成ツールを実行している場合に、この状態が発生する傾向があります。

回避策: ~wを使用して、コンソールへの書込み権限を取得します。その後、[Ctl] + [L]を使用してコンソールの表示をリフレッシュします。この方法で効果がない場合は、~#を入力してブレークし、「r」をクリックしてVMをリセットして、コンソール内でVMが再起動するのを監視します。その後、コンソールは適切に動作するはずです。

Oracle Bug#14803291







8.1.8 Microsoft Windowsゲスト上のIPv6の更新が、Oracle VM Managerで反映されない場合がある







Microsoft Windows Vistaより前のMicrosoft Windowsゲストでは、IPv6アドレスが変更され、IPv4アドレスが変更されていない場合、IPv4アドレスも変更されるまで、Oracle VM ManagerでIPアドレス変更は反映されません。

Oracle Bug#14005821







8.1.9 無効なターゲットにドラッグ・アンド・ドロップしたときに、エラー・メッセージが表示されずに失敗する







仮想マシンまたはサーバーなどのリソースを無効なターゲットにドラッグ・アンド・ドロップすると、メッセージが表示されずに失敗します。詳細は『Oracle VMユーザーズ・ガイド』のドラッグ・アンド・ドロップに関する説明を参照してください。

Oracle Bug#15957926







8.1.10 VMエラーを確認した後のテキストの色が正しくない







仮想マシンでエラー・イベントを確認した後に、「Servers and VMs」タブの「Virtual Machines」パースペクティブの「Event Severity」列のテキストが、黒ではなく赤で表示されます。エラー・イベントは確認済であるため、誤ったテキストの色は無視してもかまいません。

回避策: UIで別のページにナビゲートしてから、「Servers and VMs」タブの「Virtual Machines」パースペクティブに戻ります。テキストは正しい色(黒)で表示されます。

Oracle Bug#14027051









8.2 Oracle VM Serverおよびサーバー・プール








	8.2.1 Oracle VM Managerの空のXenサーバー・プールに誤ってSPARCサーバーを追加することが可能
	8.2.2 サーバー・プールの作成後に仮想IPフィールドを編集できない
	8.2.3 (x86のみ)サーバーBIOS設定
	8.2.4 (x86のみ) PXE kickstartファイルでのネットワーク・インタフェース
	8.2.5 (x86のみ) Oracle VM ServerのKickstartインストールがマルチパスSANブートでサポートされていない
	8.2.6 (x86のみ) 128GB以上のRAMのサーバーでのDom0メモリー計算
	8.2.7 (x86のみ)Dom0メモリーの増量
	8.2.8 (x86のみ) kdump.confでのデフォルト・シェルの設定が無視される
	8.2.9 デフォルト・パス/var/crashに、KdumpによってVMCoreが生成されない
	8.2.10 スパース・コピーを使用したKdumpコア・コレクタが失敗する
	8.2.11 XENブリッジ・インタフェースを使用するネットワーク上のKdumpが失敗する
	8.2.12 (x86のみ) Broadcomギガビット・イーサネット・コントローラがあるとOracle VM Serverのインストールが失敗する
	8.2.13 (x86のみ) GPTまたはEUFIでパーティション化されたディスクでのOracle VM Serverのインストールが失敗する
	8.2.14 (x86のみ) Sun Fire X4800でのOracle VM Serverのインストール
	8.2.15 (x86のみ)テープ・ドライブが接続されている場合、一部のHPサーバー・ハードウェアでのOracle VM Serverのインストールが失敗する場合がある
	8.2.16 (SPARCのみ)クラスタ化されたサーバー・プールを作成できない
	8.2.17 (x86のみ) Oracle VM Serverが異なるサブネット上にある場合Wake On Lan (WOL)が失敗する
	8.2.18 再デプロイされたOracle VM Managerではサーバー・プールからOracle VM Serverを削除できない
	8.2.19 データベースのクリーン後にサーバー・プールを再検出できない
	8.2.20 (x86のみ)クラスタ障害後にマスター・ロールの割当てに一貫性がない
	8.2.21 (x86のみ) I/O集中型の記憶域操作によってクラスタ・ハートビートが妨害される
	8.2.22 (x86のみ) クラスタからOracle VM Serverを削除できない: ハートビート・リージョンがまだアクティブである
	8.2.23 (x86のみ) クラスタからOracle VM Serverを削除できない: 構成済モードのハートビート
	8.2.24 (x86のみ)クラスタ障害の間、Sun Fire X4170サーバーがフェンシングされない
	8.2.25 (x86のみ) Oracle VM Serverの起動時にネットコンソール・エラー(「Unknown Error 524」)が発生する
	8.2.26 (x86のみ) Oracle VM Serverをインストールした後のACPIバッファ・エラー
	8.2.27 (x86のみ) Ciscoブレード・サーバーには固定UUIDが必要
	8.2.28 (x86のみ) 起動時のRadeonの「ring test failed」エラーによりGPUアクセラレーションが無効化される




ここでは、Oracle VM Serverおよびサーバー・プールに関連する既知の問題と回避策について説明します。





8.2.1 Oracle VM Managerの空のXenサーバー・プールに誤ってSPARCサーバーを追加することが可能







サーバー・プールがOracle VM Managerで作成され、Xenハイパーバイザを使用するように構成されていても、そのサーバー・プールからすべてのサーバーが削除されている場合は、「Edit Server Pool」ダイアログでそのサーバー・プールに誤ってSPARCサーバーを追加することが可能になります。サーバー・プールは、SPARCまたはx86のどちらか一方による同種のサーバーの集まりで構成する必要があります。両方の種類を管理している場合は、同一サーバー・プール内でSPARCサーバーとx86サーバーを混在させないようにしてください。

サーバー・プールにすでにサーバーが含まれている場合は、それに割り当てることができる使用可能サーバーのリストが、指定のハイパーバイザで実行可能なサーバーと一致するように、自動的にフィルタ処理されます。

Oracle Bug#14360725







8.2.2 サーバー・プールの作成後に仮想IPフィールドを編集できない







サーバー・プールの作成が終了すると、仮想IPフィールドに誤ったIPアドレスが入力されていたとしても、その仮想IPアドレスを変更することはできません。

これを解決する唯一の方法は、サーバー・プールからすべてのサーバーを削除し、サーバー・プールを削除して、新しく作成することです。

Oracle Bug#12821548







8.2.3 (x86のみ)サーバーBIOS設定







Oracle VM Serverを使用するには、次のサーバーBIOS設定が必要となる場合があります。


	
CD-ROMからインストールを実行するためにCD-ROMデバイスを認識するには、AHCIモードにする必要があります。


	
I/O MMU仮想化設定を無効化します(Intelベースのサーバーでは、VT-d、AMDベースのサーバーでは、AMD-ViまたはIOMMUです)。このリリースではI/O MMUはサポートされていません。












8.2.4 (x86のみ) PXE kickstartファイルでのネットワーク・インタフェース







PXEブート・キックスタート・ファイルを使用して、Oracle VM Serverインストールを実行する場合、管理インタフェースにネットワーク・インタフェースを使用するよう指定してください。キックスタート・ファイルに指定したネットワーク・インタフェースが1つ以上ある場合は、1つ目のインタフェースが管理インタフェースとして使用されます。管理インタフェースは、Oracle VM ServerのPXEインストール後の唯一のライブ・インタフェースです。Oracle VM Serverで他のネットワーク・インタフェースを手動で構成して、/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-*ファイルで起動を開始します。ONBOOT=NOパラメータをONBOOT=YESに設定します。

Oracle Bug#12557470







8.2.5 (x86のみ) Oracle VM ServerのKickstartインストールがマルチパスSANブートでサポートされていない







PXEブート・キックスタート・ファイルを使用して、Oracle VM Serverインストールを実行する場合、SANのマルチパス・デバイスからサーバーを起動するインストーラ設定を有効にするために使用できるオプションはありません。マルチパスSANデバイスから起動するインストーラ・オプションは、インストール手順の間に手動でのみ設定できます。

回避策: 次の手順に従って、マルチパスkickstartインストールを実行できる場合があります。


	
'BOOT_MULTIPATH=yes'ディレクティブを含む/etc/sysconfig/mkinitrd/boot-multipath構成ファイルを作成します。


	
mkinitrdを実行します。


	
mkinitrdによって作成される/etc/blkid/blkid.tabキャッシュ・ファイルを%postの最後に削除します。






Oracle Bug#13967964







8.2.6 (x86のみ) 128GB以上のRAMのサーバーでのDom0メモリー計算







RAMが128GB以上のマシンにOracle VM Serverをインストールする場合、一部構成では、Dom0に割り当てられたメモリーが制限的すぎる場合があります。たとえば、Oracle VM Serverが多数の仮想マシンを実行し、多数のLUNに接続する場合に、Dom0メモリーを増加する必要がある場合があります。

Dom0メモリーはサーバーRAMの2% + 512MBとして計算されます。ただし、計算は、最大128GB RAMの2%までで、これはつまり、Dom0では最大約3GBのRAMが使用ということです。これは、ほとんどのシナリオで有効ですが、Dom0メモリーが増加すると、特定の環境の要件を満たす必要があります。

Oracle Bug#13922885







8.2.7 (x86のみ)Dom0メモリーの増量







実行中のアプリケーションの要件を満たすために、Dom0メモリーのサイズを増やす必要がある場合があります。たとえば、1つのiSCSI LUNを表示するには、約3.5MBのシステム・メモリーが必要です。その結果、多数のLUNを使用するシステムでは、記憶域構成に従って、メモリーの量を増やすことが必要になります。

回避策: Dom0に割り当てられているメモリーの量を変更します。Dom0メモリーの割当ての変更方法については、Dom0メモリー・サイズの変更に関する説明を参照してください。







8.2.8 (x86のみ) kdump.confでのデフォルト・シェルの設定が無視される







Oracle VM Server上のkdump.confファイルを編集してdefault shellパラメータを追加しても、意図した効果は得られません。サーバーは再起動しますが、シェル・プロンプトに移行しません。

Oracle Bug#15938733







8.2.9 デフォルト・パス/var/crashに、KdumpによってVMCoreが生成されない







クラッシュするOracle VM Serverインスタンスでkdumpを使用しても、ファイル・システムのタイプとマウント・ポイントが/etc/kdump.confで指定されていない場合、生成されるvmcoreはデフォルトのパス/var/crashにダンプされません。通常、kdumpのインストール時にこれらのオプションはデフォルトでコメント・アウトされています。kdumpが適切に機能するには、/etc/kdump.confファイルに次のような行を含める必要があります。


ext3 /dev/sda1
path /var/crash


kdumpに構成するパスに、vmcoreファイルを格納するために十分なディスク領域があることも重要です。デフォルトでOracle VM Serverでインストールされるルート・ファイル・システムは、vmcoreファイルを格納するには小さすぎます。したがって、マシン・メモリーと釣り合うディスク領域がある別のパーティションを指定するか、インストール段階で与えられたシステムの要件に従ってルート・パーティションのサイズを増やす必要があります。

Oracle Bug#15844134







8.2.10 スパース・コピーを使用したKdumpコア・コレクタが失敗する







vmcoreダンプ・ファイルのスパース・ファイルを使用してダンプ・ファイル・サイズを減らすようにOracle VM Serverのkdumpを構成すると、kdumpは次のようなエラーが発生して失敗します。


Scanning and configuring dmraid supported devices 
...
cp: unrecognized option `--sparse=always' 
...


回避策: Oracle VM Serverのkdump.confに次の内容を追加します。


 core_collector /bin/cp --sparse=always


Oracle Bug#15959684







8.2.11 XENブリッジ・インタフェースを使用するネットワーク上のKdumpが失敗する







XENブリッジ・インタフェースを使用するネットワーク上のOracle VM Serverでkdumpを使用すると失敗します(このリリースではサポートされていません)。

Oracle Bug#16085278







8.2.12 (x86のみ) Broadcomギガビット・イーサネット・コントローラがあるとOracle VM Serverのインストールが失敗する







Broadcom Gigabit Ethernet Controllerを持つDell 380などのシステムでOracle VM Serverをインストールすると、次の例のようなエラーで失敗します。


Traceback (most recent call first):
File "/usr/lib/anaconda/network.py", line 685, in write
if dev.get('BOOTPROTO').lower() in ['dhcp', 'ibft']:
File "/usr/lib/anaconda/yuminstall.py", line 1394, in doPreInstall
anaconda.id.network.write(anaconda.rootPath)
File "/usr/lib/anaconda/backend.py", line 184, in doPreInstall
anaconda.backend.doPreInstall(anaconda)
File "/usr/lib/anaconda/dispatch.py", line 207, in moveStep 


インストーラはネットワーク・アダプタを検出できないため、インストールを完了することはできません。

Oracle Bug#13387076







8.2.13 (x86のみ) GPTまたはEUFIでパーティション化されたディスクでのOracle VM Serverのインストールが失敗する







Oracle VM Serverインストーラは、GUIDパーティション・テーブル(GPT)を使用しているディスクまたはUnified Extensible Firmware Interface(EUFI)を使用しているディスクにインストールできません。現在、Oracle VMでは、標準BIOSを使用してMBRディスクのインストールのみをサポートしています。GPTディスクにインストールしようとすると、エラーが発生してインストールが失敗します。

回避策: [Alt] + [F2]を使用して、インストーラとは異なる端末画面にアクセスします。コマンドラインからfdiskを使用して、DOSパーティション・テーブルを使用して手動でディスクのパーティションを作成しなおします。または、インストール前にディスクのパーティションを作成しなおして、パーティション・テーブルがGPTを使用しないようにします。

Oracle Bug#14674445、Oracle Bug#15856811







8.2.14 (x86のみ) Sun Fire X4800でのOracle VM Serverのインストール







Sun Fire X4800にOracle VM Serverをインストールしている場合は、インストール・メディア(CD-ROMまたはISOファイル)から起動するとき、またはkickstartインストールを使用するときに、追加のパラメータを指定する必要があります。これらのパラメータによって、megaraid_sasドライバが正確にロードされます。

インストール・メディアから起動する場合は、初期起動画面が表示されたときに[F2]を押し、起動コマンドの一部として次の追加パラメータを指定します。


mboot.c32 xen.gz extra_guest_irqs=64,2048 nr_irqs=2048 --- vmlinuz --- initrd.img


kickstartインストールを使用している場合は、PXE構成ファイルに追加のカーネル・パラメータを追加します。

これらの変更を永続的なものにする場合は、インストールが完了した後、Oracle VM Serverで/boot/grub/grub.confファイルを編集します。

Oracle Bug#12657272







8.2.15 (x86のみ)テープ・ドライブが接続されている場合、一部のHPサーバー・ハードウェアでのOracle VM Serverのインストールが失敗する場合がある







テープ・ドライブが接続されている場合に、HPサーバー・ハードウェアによってはOracle VM Serverのインストールが失敗することがあり、makeDriveDeviceNodesへのコールに問題があることを説明するエラー・メッセージが表示されます。この問題を回避するには、テープ・ドライブの接続を解除してからインストールを再度開始します。

Oracle Bug#14667345







8.2.16 (SPARCのみ)クラスタ化されたサーバー・プールを作成できない







SPARCベースのサーバー・プールを作成すると、「Create a Server Pool」ダイアログ・ボックスの「Storage Location」フィールドがグレー表示され、使用できません。SPARCベースのサーバーのHAはこのリリースでは使用できないため、サーバー・プール・ファイル・システムは必要ありません。SPARCベースのサーバー・プールはすべて、クラスタ化しないでください。

回避策: クラスタ化されていないサーバー・プールを作成します。







8.2.17 (x86のみ) Oracle VM Serverが異なるサブネット上にある場合Wake On Lan (WOL)が失敗する







サーバー・プールのOracle VM Serverが異なるサブネット上にあると、Oracle VM Serverの起動または再起動が失敗します。

回避策: IPMI (Intelligent Platform Management Interface)を使用して、サーバー・プールで異なるサブネット上にあるOracle VM Serverを起動または再起動します。

Oracle Bug#12410458







8.2.18 再デプロイされたOracle VM Managerではサーバー・プールからOracle VM Serverを削除できない







Oracle VM Managerが新しいコンピュータに再デプロイされている場合は、ファイル・サーバーを再検出する必要があります。ファイル・サーバーを再検出せず、サーバー・プール・ファイル・システムがそのファイル・サーバーにある場合は、そのサーバー・プールからOracle VM Serverを削除することはできません。

Oracle Bug#12333132







8.2.19 データベースのクリーン後にサーバー・プールを再検出できない







使用する環境にサーバー・プールがあり、Oracle VM Managerデータベースをクリアする場合、以前のOracle VM環境を再検出および再構築できません。ジョブで次のエラーが発生します。


OVMRU_000021E Cannot perform operation on pool: Unknown pool found for discovered Pool FS. 
The pool does not have a Virtual IP Address.


回避策: 次の手順に従って、サーバー・プールを再検出します。


	
サーバー・プールからOracle VM Serverを1つ検出します。


	
記憶域サーバーを登録およびリフレッシュします。


	
サーバー・プール・ファイル・システムが含まれているファイル・システムをリフレッシュします。


	
リポジトリが含まれているファイル・システムをリフレッシュします。


	
リポジトリをリフレッシュします。


	
サーバー・プールのOracle VM Serversすべてをリフレッシュして、仮想マシンを検出します。






Oracle Bug#12724969







8.2.20 (x86のみ)クラスタ障害後にマスター・ロールの割当てに一貫性がない







クラスタ化されたサーバー・プールのマスターOracle VM Serverが使用可能になるか、またはサーバー・プール・ファイル・システムが含まれる記憶域への接続が消失した場合、他のOracle VM Serverがマスター・ロールおよびサーバー・プールの仮想IPを引き継ぎます。使用できなかったサーバーがオンラインに戻ったときに、サーバー・プール・ファイル・システムへのアクセスがリストアされていないかぎり、クラスタに再度参加します。これにより、非一貫性が生じます。クラスタの他のサーバーがマスター・ロールを持つとみなされる間、元のマスター・サーバーには、マスター・ロールを持つことを示す情報が含まれています。クラスタ全体が停止した場合、元のマスター・サーバーは、その役割を続行できます。ただし、クラスタが操作可能である場合は、元のマスター・サーバーに情報がない変更が行われる場合があります。結果として、同じクラスタ化されたサーバー・プールの2つのOracle VM Serverが、マスター・ロールおよび仮想IPを持ち、Oracle VM Managerではこの競合を解決できない場合があります。

回避策: 元のマスターまたはクラスタ内でアクティブな他のサーバーへ手動でマスターの役割を割り当てます。次の手順に従います。


	
Oracle VM Managerで、「Servers and VMs」タブを開きます。


	
ナビゲーション・ペインで、サーバー・プールを選択して、「Edit Server Pool」をクリックします。


	
マスター・サーバーとして適切なサーバーを選択して、「OK」をクリックして、変更を保存します。






Oracle Bug#13875603







8.2.21 (x86のみ) I/O集中型の記憶域操作によってクラスタ・ハートビートが妨害される







OCFS2のハートビート機能は、同じ物理記憶域でのI/O集中型操作による影響を受けることがあります。たとえば、サーバー・プールのファイル・システムが存在する同じNFSサーバー上の記憶域リポジトリでテンプレートのインポートまたは仮想マシンのクローニングを行うと、ハートビート通信でタイムアウトが発生する場合があり、これはサーバーのフェンシングおよび再起動を行う原因となります。

回避策: 不要な再起動を回避するには、I/O帯域幅が十分で安定しているサーバー・プール・ファイル・システムの場所を選択することをお薦めします。サーバー・プールのファイル・システムは、別のNFSサーバーに配置するか、可能な場合は小さいLUNを使用します。

Oracle Bug#12813694







8.2.22 (x86のみ) クラスタからOracle VM Serverを削除できない: ハートビート・リージョンがまだアクティブである







クラスタから削除するOracle VM ServerでOCFS2ファイル・システムがまだマウントされている場合、削除操作は失敗します。これは、OCFS2マウントがアクティブ・プール・ファイル・システムまたは記憶域リポジトリであることが原因です。

回避策: 記憶域リポジトリがまだ提示されている場合は、クラスタからOracle VM Serverを削除しようとする前に、Oracle VM Serverでそのリポジトリが提示されないようにします。プール・ファイル・システムが原因で削除操作が失敗する場合は、アンマウント時にプール・ファイル・システムで他のプロセスが動作していた可能性があります。後でOracle VM Serverの削除を試行してください。







8.2.23 (x86のみ) クラスタからOracle VM Serverを削除できない: 構成済モードのハートビート







サーバー・プール・ファイル・システムがマウントされていない場合、Oracle VM Serverはハートビート構成済モードです。マウントするファイル・システムを含むNFSサーバーのLUNが使用できないなどのハードウェアの問題が原因で、ファイル・システムがマウントできなかったか、マウントが失われました。

回避策: Oracle VM Serverコマンドラインでファイル・システムをマウントするか、最終的な手段として、Oracle VM Serverを再起動して、起動時に自動的にクラスタを結合できるようにします。







8.2.24 (x86のみ)クラスタ障害の間、Sun Fire X4170サーバーがフェンシングされない







Sun Fire X4170サーバーでハードウェア障害またはフォルト/エラーが発生している状況では、Oracle VM Serverがクラスタに参加できない状況であっても、Oracle VM Serverがクラスタからフェンシングおよび削除されない場合があります。

回避策: ハードウェア障害を修正するか、ILOM CLIを使用してエラー・メッセージ/フォルトをクリアするか、その両方を実行します。

Oracle Bug#14463948







8.2.25 (x86のみ) Oracle VM Serverの起動時にネットコンソール・エラー(「Unknown Error 524」)が発生する







ネットコンソールを使用するには、Oracle VM Serverの/etc/sysconfig/netconsoleファイルで、ブリッジされていないethxデバイスを、次のように指定する必要があります。


# The ethernet device to send console messages out of (only set this if it
# can't be automatically determined)
# DEV=
DEV=eth2


Oracle Bug#12861134







8.2.26 (x86のみ) Oracle VM Serverをインストールした後のACPIバッファ・エラー







Intelベースの一部のシステムでは、コンピュータが起動している際に、Oracle VM Serverのインストール後に次のエラーが発生する場合があります。


[    0.674742] ACPI Error: Field [CPB3] at 96 exceeds Buffer [NULL] size 64 (bits) 
  (20090903/dsopcode-596)
[    0.675167] ACPI Error (psparse-0537): Method parse/execution failed
[\_SB_._OSC] (Node ffff88002e4fba50), AE_AML_BUFFER_LIMIT


これは、次のBIOS情報を持つシステムで発生していましたが、他のBIOSバージョンでも発生する可能性があります。

Vendor: Intel Corp. Version: S5500.86B.01.00.0036-191.061320091126 Release Date: 06/13/2009 BIOS Revision: 17.18 Firmware Revision: 0.0

HP ProLiant BL685c G6 HP BIOS A17 12/09/2009 Backup Version 12/01/2008 Bootblock 10/02/2008

このエラーは無視しても支障ありません。

Oracle Bug#12865298およびOracle Bug#12990146







8.2.27 (x86のみ) Ciscoブレード・サーバーには固定UUIDが必要







Cisco Bladeサーバーは、ランダムUUIDで起動するように構成することはできません。各Oracle VM Serverには、Oracle VM ServerがBlade間で移動できるように固定UUIDが必要です。固定UUIDを構成するには、次を参照してください:

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/sw/gui/config/guide/1.3.1/UCSM_GUI_Configuration_Guide_1_3_1_chapter26.html#task_6026472137893749620

Oracle Bug#13000392







8.2.28 (x86のみ) 起動時のRadeonの「ring test failed」エラーによりGPUアクセラレーションが無効化される







Radeonグラフィック・アダプタを使用してシステムでOracle VM Serverを起動すると、次のようなdmesg出力でエラーが表示される場合があります。


[drm:r100_ring_test] *ERROR* radeon: ring test failed
(scratch(0x15E4)=0xCAFEDEAD)
[drm:r100_cp_init] *ERROR* radeon: cp isn't working (-22).
radeon 0000:01:03.0: failed initializing CP (-22).
radeon 0000:01:03.0: Disabling GPU acceleration


回避策: modesetパラメータに0(ゼロ)が設定された状態でradeonモジュールがロードされるようにします。それには、/etc/modprobe.confに次の行を追加します。


options radeon modeset=0 


この変更が適用されるには、サーバーを再起動する必要があります。

または、パラメータradeon.modeset=0を/boot/grub/grub.conf内の起動オプションに追加することもできます。次に例を示します。


title Oracle VM Server (2.6.39-300.20.1.el5uek)
 root (hd0,0)
 kernel /xen.gz dom0_mem=987M
 module /vmlinuz-2.6.39-300.20.1.el5uek ro root=UUID=8d7687eb-fa2b-42ef-b411-044ba66cca6c radeon.modeset=0
 module /initrd-2.6.39-300.20.1.el5uek.img


Oracle Bug#14376597
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	8.3.27 (SPARCのみ)仮想マシンOSからの電源切断後にブリッジの削除が失敗する可能性がある
	8.3.28 (SPARCのみ)仮想ディスクのスパース・コピーはサポートされていない
	8.3.29 (SPARCのみ)ホットアドまたはホットリムーブ後の仮想マシンとOracle VM Managerの間のメモリー・サイズの不一致
	8.3.30 (SPARCのみ)ライブ・マイグレーションには実際に使用可能なメモリーが必要
	8.3.31 (SPARCのみ)移行後に仮想マシンのメモリーの動的再構成が無効になる




ここでは、仮想マシンに関連する既知の問題と回避策について説明します。





8.3.1 OCFS2リポジトリのリソースを使用している仮想マシンを「Unassigned Virtual Machines」フォルダに移行できない







ocfs2リポジトリのリソースを持つ仮想マシンは「Unassigned Virtual Machines」フォルダに移行できません(ただし、このOCFS2リポジトリの所有権がすでにリリースされている場合は例外です)。

Oracle Bug#16005634







8.3.2 仮想マシン構成ファイルを編集すると予期しない動作をする







仮想マシン構成ファイルに対する変更はすべてOracle VM Managerを使用して行う必要があります。これに対する例外は、Oracleサポート・サービスによって手動でvm.cfgファイルを編集するようにアドバイスされた場合またはこれらのリリース・ノートで明示的に指定された場合のみです。

仮想マシン構成ファイル(vm.cfg)に手動で行われた変更は、Oracle VM Managerには反映されません。vm.cfgファイルへの手動の変更によって、予期しない動作および望ましくない動作が発生する可能性があります。たとえば、vm.cfgのHA設定を編集してHAを無効にし、仮想マシンがOracle VM Managerを使用せずに別の方法で停止されると、仮想マシンは再起動されます。Oracle VM Managerは、仮想マシンの構成ファイルで行われたHA変更を認識しません。

Oracle Bug#12654125およびOracle Bug#13391811







8.3.3 同時に実行するテンプレート操作はロックの問題が原因で失敗する







複数のテンプレートのインポートと削除を同時に実行したり、テンプレートのインポート時にOracle VM Serverが削除されると、ロック例外エラーが表示されます。エラー・メッセージが表示されても、テンプレートのアップロードは正常に行われる場合が多くありますが、このようなテンプレートは記憶域リポジトリの使用可能テンプレートのリストには表示されません。

この問題を解決するには、記憶域リポジトリをリフレッシュします。アップロードされたテンプレート・ファイルがリストに表示されるはずです。インポートされたテンプレートが不完全なものになる場合もあります。この場合は、そのテンプレートを削除して、もう一度インポートする必要があります。







8.3.4 同時に実行するクローン・ジョブが警告なしに失敗する







一度に複数のクローン・ジョブを実行すると、後続のクローン・ジョブがエラーも表示されずに暗黙的に失敗します。これは、1つのオブジェクトを複数回クローニングした場合ではなく、クローニング・ウィザードを複数回使用した場合にのみ発生します。

回避策: 一度に実行するクローン・ジョブは1つのみとし、そのクローン・ジョブが完了するまで待ってからクローニング・ウィザードを再度実行してください。

Oracle Bug#16013472







8.3.5 ライブ・マイグレーションが失敗してもOracle VM ManagerではターゲットOracle VM Serverでの仮想マシンの実行が報告される







仮想マシンのライブ移行に失敗した場合、Oracle VM Managerは移行ジョブを失敗として報告します。ただし、移行が正常に完了した場合、移行された仮想マシンは、適切なターゲットOracle VM Serverの下に実行中の状態で表示されます。同時に、仮想マシンは、移行元のOracle VM Serverで実行中の状態のままですが、Oracle VM Managerはこれを停止として報告します。

回避策: ターゲットOracle VM Serverでの失敗した移行操作によって影響を受ける仮想マシンを強制終了してから、サーバーを再起動します。仮想マシンが実行していた仮想マシンでOracle VM Serverを再検出して、実行状態で再度表示されるようにします。

Oracle Bug#13939895およびOracle Bug#13939802







8.3.6 (x86のみ) ACPIが有効な場合、仮想マシンがクラスタ内の別のサーバーでの再起動に失敗する







元のサーバーが使用不可になった場合に、クラスタ内のいずれかのOracle VM ServerのBIOSでACPI電源管理が有効になっていると、仮想マシンはクラスタ内の別のサーバーでの再起動に失敗する場合があります。

回避策: クラスタ内の各Oracle VM ServerのBIOSでACPIを無効にします。

Oracle Bug#14747722







8.3.7 (x86のみ) Oracle VM Serverでの停止中にOracle Solaris 10仮想マシンがハングアップする







Oracle Solaris 10を実行している仮想マシン内から正常停止を実行した場合、Oracle VM Manager内から仮想マシンの停止を試みた場合、または仮想マシンの移行を実行した場合、その停止プロセス中に仮想マシンがハングアップします。

このバグは、Oracle Solaris 11を実行している仮想マシンには影響ありません。

回避策: Oracle VM ManagerでKill VMオプションを使用して、影響を受けた仮想マシンを強制終了します。

Oracle Bug#15863719







8.3.8 ServerEvacuateFailedEventが原因でYumの更新が失敗する







Oracle VM Serverを更新すると、次のジョブが送信されます。


	
サーバーのYumの更新を確認する操作


	
サーバー・メンテナンス・モード


	
キューに入っているサーバーのYumのアップグレード






Oracle VM Managerの「Job Summary」ペインに表示されるサーバーserver_nameでのYum更新ジョブは、これら3つのジョブは正常に送信されたものの、Oracle VM Serverが実際に更新されたことを意味しない場合があることを示します。アップグレード前後に実行されているOracle VM Serverのバージョンを確認するには、「Servers and VMs」タブをクリックし、ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択し、「Perspective」ドロップダウン・リストの「Control Domains」を選択します。

ServerEvacuateFailedEventイベントが原因でYum更新が失敗する場合(このイベントの有無を調査するには、Oracle VM Serverを選択する際に「Events」パースペクティブを使用します)、仮想マシンは実行中で自動的に移行できない状態です。この状況を解決するには、Oracle VM Server上で実行中の仮想マシンを停止するか、サーバー・プールでより多くのリソースを提供して、実行中の仮想マシンが別のOracle VM Serverに移行できるようにします。

Oracle Bug#16080382







8.3.9 (x86のみ)ネットワーク(PXE)インストールで作成された仮想マシンはブート前以降に進む







ネットワーク・メソッド(PXE)を使用した仮想マシンの作成では、ブート前以降には進まないため、仮想マシンは作成されません。これは、Oracle Linux 5.x仮想マシンで発生します。

Oracle Bug#12905120







8.3.10 (x86のみ)ハードウェア仮想化ゲストのハードウェア要件







ハードウェア仮想化ゲストを作成するには、Oracle VM ServerにIntel-VT(Vanderpoolというコード)またはAMD-V(Pacificaというコード) CPUが備わっている必要があります。サポートされるハードウェアのリストの詳細は、『Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド』を参照してください。







8.3.11 (x86のみ)ローカル記憶域を使用したPVMゲストの作成に時間がかかる







ローカル記憶域を使用したPVMゲストの作成には、時間がかかります。これは、書込みキャッシュがローカル・ディスクでオフになっていることが原因の可能性があります。

回避策: hdparamユーティリティを使用してディスクへの書込みキャッシュを有効にします。

Oracle Bug#12922626







8.3.12 (x86のみ) PVHVMゲストの仮想CD-ROMがIDEデバイスとして初期化されない







PVHVM仮想マシンの構成ファイルまたはテンプレートにIDEデバイスとして仮想CD-ROMドライブがリストされている場合、それは/dev/hda、dev/hdbなどで、仮想CD-ROMはゲスト内では使用できません。ゲスト内のCD-ROMドライブを有効化するには、vm.cfgファイルで準仮想デバイス/dev/xvda、/dev/xvdbなどとして定義される必要があります。

Oracle Bug#14000249







8.3.13 (x86のみ) 32以上の仮想CPUを持つ仮想マシンで障害が発生する







仮想マシンの作成または編集時に、使用するCPUの数および許容するCPUの最大数の両方を設定できます。ただし、ゲストが多数の仮想CPUで構成されている場合、vcpusおよびmaxvcpus値はハイパーバイザに正常に渡されません。結果として、仮想マシンの作成が失敗するか、または仮想マシンがすでに存在する場合は、起動に失敗します。

回避策: 32 以上の仮想CPUを持つ仮想マシンを作成する場合は、CPUの最大数に値を入力しないでください。

Oracle Bug#13823522







8.3.14 (x86のみ) 32以上の仮想CPUを持つゲストの起動時にハングアップする







ゲストが多数の仮想CPUで構成されている場合、起動順序のいずれかのポイントで仮想マシンがハングアップする可能性があります。これは、カーネルまたはハイパーバイザで発生しやすく、32以上の仮想CPUが必要な場合は、回避策はありません。

Oracle Bug#12913287







8.3.15 (x86のみ) VMのライブ・マイグレーションがゲストLinuxカーネル・バージョンの影響を受ける場合がある







ゲスト・カーネルとしてのLinux UEK x86_64 2.6.32-100.26.2.el5は、ライブ・マイグレーションに対して適切に動作しません。最新のUEKに更新してください。

Oracle Bug#14276606







8.3.16 (x86のみ)仮想CPU数のホットチェンジの制限







ハードウェア仮想化(HVM)ゲストおよび準仮想化ドライバを持つハードウェア仮想化ゲスト(PVHVM)の両方では、仮想マシンのカーネルによって、仮想CPUの数を変更できる回数が制限されています。次の表は、ゲスト・カーネル・サポートの概要を示しており、これは、x86およびx86_64ゲスト・アーキテクチャに適用されます。


表10 仮想CPUのホットチェンジのゲスト・カーネル・サポート


	
Oracle Linuxバージョン

	
タイプ

	
カーネル・バージョン

	
ホットアド

	
ホットリムーブ


	
Oracle Linux R5U5

	
PVM

	
2.6.18-194.0.0.0.3.el5xen

	
可

	
可


	
Oracle Linux R5U5

	
PVHVM

	
2.6.18-194.0.0.0.3.el5

	
不可

	
不可


	
Oracle Linux R5U6

	
PVM

	
2.6.18-238.0.0.0.1.el5xen

	
可

	
可


	
Oracle Linux R5U6

	
PVHVM

	
2.6.18-238.0.0.0.1.el5

	
不可

	
不可


	
Oracle Linux R5U7

	
PVM

	
2.6.32-200.13.1.el5uek

	
不可

	
可


	
Oracle Linux R5U7

	
PVHVM

	
2.6.32-200.13.1.el5uek

	
不可

	
不可


	
Oracle Linux R5U8

	
PVM

	
2.6.32-300.10.1.el5uek

	
不可

	
可


	
Oracle Linux R5U8

	
PVHVM

	
2.6.32-300.10.1.el5uek

	
不可

	
不可


	
Oracle Linux R6U1

	
PVM

	
2.6.32-100.34.1.el6uek

	
可

	
可


	
Oracle Linux R6U1

	
PVHVM

	
2.6.32-100.34.1.el6uek

	
不可

	
不可


	
Oracle Linux R6U2

	
PVM

	
2.6.32-300.3.1.el6uek

	
可

	
可


	
Oracle Linux R6U2

	
PVHVM

	
2.6.32-300.3.1.el6uek

	
不可

	
不可


	
UEK2を持つOracle Linux R5U8

	
PVM

	
2.6.39-100.5.1.el5uek

	
不可

	
可


	
UEK2を持つOracle Linux R5U8

	
PVHVM

	
2.6.39-100.5.1.el5uek

	
不可

	
不可


	
UEK2を持つOracle Linux R6U2

	
PVM

	
2.6.39-100.5.1.el6uek

	
可

	
可


	
UEK2を持つOracle Linux R6U2

	
PVHVM

	
2.6.39-100.5.1.el6uek

	
可

	
不可










Oracle Bug#12913287、Oracle Bug#13905845、Oracle Bug#13823853およびOracle Bug#13898210







8.3.17 (x86のみ)仮想マシン・コンソール証明書のエラー







仮想マシン・コンソールを使用する場合、次のエラーが表示される場合があります。

JAR sources in JNLP file are not signed by the same certificate

これは、クライアントJREのバージョンが1.6.0_14の場合に発生します。

回避策: クライアントJREのバージョンを1.6.0_30以上にアップグレードしてください。

Oracle Bug#13621606







8.3.18 (x86のみ)仮想マシン・コンソールでマウス・ポインタが正常に制御されない







仮想マシン・コンソールをOracle VM Managerから起動すると、ローカル・マシンのマウス・ポインタおよび仮想マシンのマウス・ポインタが画面上を様々な速度で動きます。

ゲスト仮想マシンのオペレーティング・システムがLinuxベースの場合は、次の回避策によって、マウス制御の問題が軽減される場合があります。ゲストのコマンドラインで次のように入力します。


# xset m 1 1







8.3.19 (x86のみ)一部のAMDシステムでSolaris 10カーネル・パニックが発生する







ゲスト・オペレーティング・システムがSolaris 10の仮想マシンでは、AMDプロセッサを持つシステムでカーネル・パニックが発生する場合があります。カーネル・パニックは、Solaris 10 9/10 (Update 9)およびSolaris 10 8/11 (Update 10)で発生します。

回避策: この問題を回避するには:


	
インストール中または初めての起動中に、grubメニューを編集して、-kdカーネル起動パラメータを追加します。


	
起動を続行して、Solaris kmdbを実行します。次のプロンプト画面は表示された場合:


Welcome to kmdb 
[0]> 


次のコマンドを入力します。


cmi_no_init/W 1


次を入力して、インストールまたはシステムの起動を続行します。


:c


	
Solarisがインストールおよび起動された後、/etc/systemファイルに次の行を追加し、この変更をシステムの再起動後も有効にします。


set cmi_no_init = 1






Oracle Bug#13332538







8.3.20 (x86のみ) Solaris 10リリース8/11のゲストの起動時にハングアップする







Oracle Solaris 10リリース8/11で仮想マシンを起動する場合、コピーライト情報画面が表示されるとゲストOSがハングアップします。これは、dom0でのCPUID処理によるもので、Westmere-EPファミリのCPUを持つプラットフォームでSolarisの不具合がトリガーされます。

回避策: Solaris 10を動作させるには、Oracle VM Managerからこの仮想マシンを強制終了し、次の手動の修正を適用します。


	
起動時に、grubメニューを編集して、-kdカーネル起動パラメータを追加します。これにより、Solarisカーネル・デバッガが実行します。


	
Solaris kmdbまでの起動順序を続行します。


	
kmdbプロンプトで、次のコマンドを入力します。


Welcome to kmdb
[0]> apix_enable/W 0


	
:cと入力して、システムの起動順序を続行します。


	
Solarisをインストールして、正常に起動して、/etc/systemに次の行を追加して、この修正を保持します。


set apix_enable = 0






Oracle Bug#13876544







8.3.21 (x86のみ) Solaris 11リリース2011.11のゲストの起動時にハングアップする







Oracle Solaris 11リリース2011.11で仮想マシンを起動すると、ゲストOSがハングアップします。これは、Solarisの不具合によるもので、Sandy bridgeおよびWestmere CPUに基づくIntelシステムで大量の中断が発生します。この問題は、Solaris 11 2011.11 SRU 2aで修正されています。

回避策: Oracle VM 3.2でSolaris 11 2011.11を実行する場合、SRU 2aを使用するか、または次の手動の修正をGAリリースに適用します。


	
起動時に、grubメニューを編集して、-kdカーネル起動パラメータを追加します。これにより、Solarisカーネル・デバッガが実行します。


	
カーネル・デバッガで、次のコマンドを入力します。


[0]> ::bp pcplusmp`apic_clkinit
[0]> :c
kmdb: stop at pcplusmp`apic_clkinit
kmdb: target stopped at: pcplusmp`apic_clkinit: pushq %rbp
[0]> apic_timer_preferred_mode/W 0
pcplusmp`apic_timer_preferred_mode:    0x2    =    0x0
[0]> :c


	
システムの起動順序を続行します。


	
Solarisをインストールして、正常に起動して、/etc/systemに次の行を追加して、この修正を保持します。


set pcplusmp:apic_timer_preferred_mode = 0x0






詳細は、サポート・ノートID 1372094.1を参照してください。また、My Oracle Supportにログオンして、ナレッジ・ベースで1372094.1を検索することで、このドキュメントを検索することもできます。

Oracle Bug#13885097







8.3.22 (x86のみ) Windows Server 2008 R2 x64のHVMゲストが正常に停止されない







Windows Server 2008リリース2 64ビットのハードウェア仮想化ゲストは正常に停止されません。ゲストを停止し、もう一度起動すると、正常に停止されなかったことがWindowsにレポートされます。

この問題は、準仮想化ドライバ(PVHVM)を備えたWindows Server 2008リリース2 32ビットのハードウェア仮想化ゲストでは発生しません。

Oracle Bug#12658534







8.3.23 (x86のみ) Windowsゲストでは新しいディスクが黄色のアイコンで表示される







新しいディスクを仮想マシンに追加し、デバイス・マネージャをリフレッシュすると、新しいディスクは黄色いマークで表示されます。これは、Oracle VM Windows Paravirtual Drivers for Microsoft Windowsリリース2.0.7がインストールされたMicrosoft Windowsゲストで発生します。

Oracle Bug#12837744







8.3.24 (x86のみ) Windows 2008ゲストで新しいディスクが自動検出されない







仮想マシンに新しいディスクを追加しても、そのディスクは自動検出されません。これは、Oracle VM Windows Paravirtual Drivers for Microsoft Windowsリリース2.0.7がインストールされたMicrosoft Windows 2008リリース2 64ビットのゲストで発生します。

回避策: 新しいディスクを追加した後、「Server Manager」 > 「Disk Drives」 > 「Scan for hardware changes」を使用して、新しいハードウェア変更をスキャンします。

Oracle Bug#12837004







8.3.25 (x86のみ) SUSE Linux Enterprise Serverゲストでネットコンソールが動作しない







SUSE Linux Enterprise Server 11 (SLES)ゲストを実行している仮想マシンでは、ポーリングがxennetでサポートされないため、ネットコンソールは動作しません。

Novell Bug#763858







8.3.26 (x86のみ) Oracle VMコマンドライン・インタフェースを使用して一時停止したゲストVMおよび停止したゲストVMを移行できない







Oracle VMコマンドライン・インタフェースを使用して、停止または一時停止したゲストVMを移行することはできません。

回避策: VMを停止または一時停止した場合、移行を正常に実行するには、VMの削除およびVMの追加操作を実行します。または、Oracle VM Managerユーザー・インタフェース(一時停止したVMおよび停止したVMの移行が完全にサポートされる)を使用してこの操作を実行します。

Oracle Bug#14501247







8.3.27 (SPARCのみ)仮想マシンOSからの電源切断後にブリッジの削除が失敗する可能性がある







仮想マシン内で動作するOSから仮想マシンの電源を切断した場合に(たとえばpoweroffコマンドを使用)、それに続いてこの仮想マシンが使用するネットワークからそのVMロールを削除しようとすると、次のようなエラーで失敗します。


command "remove-vswitch": failure (failure: Service is active and being used
        by bound client(s) Failed to remove virtual switch)


これは、poweroffコマンドが仮想マシンを停止したものの、Oracle VM Serverでバインドされたままであるためです。VMロールを削除しようとすると、Oracle VMによってOracle VM Server上の対応するブリッジまたはvswitchの削除が試みられますが、仮想マシンがまだバインドされるため、この処理は失敗します。

回避策: 仮想マシン内からpoweroffコマンドを使用しないで、Oracle VM Manager内から仮想マシンを停止してください。poweroffコマンドがすでに使用された場合は、停止された仮想マシンをOracle VM Managerを使用して強制終了してから、ネットワークからVMロールの削除を試みます。

Oracle Bug#15942008







8.3.28 (SPARCのみ)仮想ディスクのスパース・コピーはサポートされていない







Oracle VM Managerではスパース割当て仮想ディスクを仮想マシンに追加するためのオプションが提供されていますが、この仮想マシンをクローニングすると、クローニングされた仮想マシンに対して非スパース・ファイルになります。これは、スパース・コピーがSolaris ddコマンドでサポートされないためです。

Oracle Bug#14851945







8.3.29 (SPARCのみ)ホットアドまたはホットリムーブ後の仮想マシンとOracle VM Managerの間のメモリー・サイズの不一致







実行中の仮想マシンであるOracle VM Server for SPARCのメモリーを追加または削除した場合、このメモリーの追加または削除リクエストは部分的に実行される場合があります。この場合、Oracle VM Managerはメモリーの追加または削除処理後にエラーを報告せずに、すべての操作が成功したことを示します。ただし、仮想マシンに実際に割り当てられるメモリー量は、Oracle VM Managerによって示される量とは異なります。

仮想マシンを停止して再起動すると、正しいメモリー量がリストアされます。

Oracle Bug#14844937







8.3.30 (SPARCのみ)ライブ・マイグレーションには実際に使用可能なメモリーが必要







仮想マシンのメモリーが、仮想マシンの移行先のOracle VM Serverで使用可能なメモリーよりも少ない場合に、移行リクエストを完了するための十分な使用可能メモリーがないことを示すエラー・メッセージが表示され、移行が失敗する場合があります。これは、ターゲット・サーバーでのメモリーの断片化が原因です。詳細は、http://docs.oracle.com/cd/E35434_01/html/E23807/migratingactivedomain.html#memoryを参照してください。

Oracle Bug#14851322







8.3.31 (SPARCのみ)移行後に仮想マシンのメモリーの動的再構成が無効になる







仮想マシンでOracle Solaris 11.1以上が実行されていない場合、仮想マシンの移行後にメモリーの動的再構成(DR)が無効になります。この問題はドキュメント化されており、http://docs.oracle.com/cd/E37707_01/html/E29665/migratingactivedomain.html#memoryで説明されています。DRを再度有効にするには、移行された仮想マシンを再起動します。

Oracle Bug#14844852









8.4 ネットワーク








	8.4.1 VLANグループ名は一意である必要がある
	8.4.2 管理ネットワークがVMロールをすでに持つ場合、新しく検出されたサーバーではブリッジが作成されない
	8.4.3 (x86のみ)仮想マシンのネットワーク・カード制限
	8.4.4 (x86のみ) QLogic QLE8242 CNAカードはOracle VM Serverでサポートされていない
	8.4.5 QLogic cLOM8214 1/10ギガビット・イーサネットNICがリンク停止状態で初期化される
	8.4.6 QLogic cLOM8214 1/10ギガビット・イーサネットNICの名前変更が誤っている
	8.4.7 (x86のみ) TPAはBroadcom 10ギガビット・イーサネットでは無効にする
	8.4.8 (x86のみ) Broadcom BCM5754ギガビット・イーサネットでジャンボ・フレームがサポートされていない
	8.4.9 (x86のみ) ARPパケット・チェックサム・エラー
	8.4.10 (x86のみ)クラスタ・ハートビートのネットワークを変更しても新しいIPアドレスに反映されない




ここでは、ネットワークに関連する既知の問題と回避策について説明します。





8.4.1 VLANグループ名は一意である必要がある







VLANグループ名は、VLANグループが作成される際にIDとして使用されます。そのため、VLANグループ名は一意である必要があります(IDが一意である必要があるため)。これは、同じ名前を持つ2つのVLANグループを作成できないことを意味します。

Oracle Bug#14470245







8.4.2 管理ネットワークがVMロールをすでに持つ場合、新しく検出されたサーバーではブリッジが作成されない







設定済の管理ネットワークがあり、そのネットワーク上のどのサーバーでもVMロールが有効でない場合に、いずれかのサーバーでVMロールを有効にすると、そのサーバーにブリッジが作成されます。VMロールが有効なネットワークで別のサーバーの検出が開始され、サーバーは検出されますがブリッジは作成されていません。

回避策: これは、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースで管理ネットワークからVMロールを削除してから、それを再度追加することによって実行できます。これを行うには、すべての実行中の仮想マシンを停止する必要があります。先にVMロールを削除しないでこの変更を有効にするには、Oracle VMコマンドライン・インタフェースでネットワークに対してロール・リストを設定します。ロール・リストに1つでも変更があれば、CLIはネットワークに対してそのロール・セットを適用します。これによって、ブリッジが作成されます。ロール・リストでの変更を強制する最も簡単な方法は、VMロールを追加すると同時に記憶域ロールを追加または削除することです。VMロールを追加した後に、記憶域ロールを追加して戻すか、削除して、必要に応じて初期状態を再設定することができます。この変更の実行中は、記憶域ロールの追加および削除が悪影響を与えないようする必要があります。

Oracle Bug#15888317







8.4.3 (x86のみ)仮想マシンのネットワーク・カード制限







Oracle VM Managerでは、表5「仮想マシンの最大値」に示すとおり、HVM仮想マシンごとに8枚のネットワーク・カードをサポートしています。ただし、インストール・メディアから仮想マシンを作成する場合、システム・ライブラリで追加できるネットワーク・カードは3枚までです。

回避策: 仮想マシンを作成した後、Oracle VM Managerで仮想マシンを編集して、最大5枚の新しいネットワーク・カードを追加します。







8.4.4 (x86のみ) QLogic QLE8242 CNAカードはOracle VM Serverでサポートされていない







QLogicは、Oracle VM Serverリリース3.1.またはリリース3.2でQLE8242 CNAネットワーク・カードをサポートするドライバを現在提供していません。提供されているRedHatドライバをインストールすると「Cannot determine the Redhat release」というエラー・メッセージが表示され、失敗します。

Oracle Bug#14300919







8.4.5 QLogic cLOM8214 1/10ギガビット・イーサネットNICがリンク停止状態で初期化される







一部のシステム(HP ProLiant DL980 G7サーバーなど)では、QLogic cLOM8214 1/10GbE NICがリンク停止状態で初期化されます。

回避策: /etc/modprobe.confで、qlcnicモジュールのuse_msi_xオプションを無効にします。


options qlcnic use_msi_x=0


この変更が適用されるには、サーバーを再起動する必要があります。再起動せずにモジュールのオプションを一時的に無効にするには、次を実行します。


# ifconfig ethx down
# rmmod qlcnic
# modprobe qlcnic use_msi_x=0


Oracle Bug#15865548







8.4.6 QLogic cLOM8214 1/10ギガビット・イーサネットNICの名前変更が誤っている







初期インストール時にシステムによっては、udevによってQLogic cLOM8214 1/10GbEイーサネット・ポートの名前が__tmpxxxxxxxxに変更される場合があります。これは、ポートの初期化が低速であることが原因です。

回避策: QLogic cLOM8214 1/10GbEイーサネットNICが使用すべきインタフェース名(eth1など)を決定します。構成するQLogic cLOM8214 1/10GbEイーサネットNICのMACアドレスを探します。次のコマンドを実行し、出力を調べて誤って名前が付けられたインタフェースを探します。


# cat /etc/issue
IF : bond0      MAC : 1c:c1:de:74:b9:34 IP : 10.211.1.135
IF : eth0       MAC : 1c:c1:de:74:b9:34
IF : eth1       MAC : 1c:c1:de:74:b9:35
IF : __tmp713192749     MAC : 24:be:05:ef:5a:f4 


/etc/sysconfig/network-scriptsで、使用する必要があるインタフェース名のifcfg-ethx構成ファイルを作成し、このファイルにこのインタフェース名に割り当てるNICのMACアドレスを表す行が含まれていることを確認します。たとえば、前のコマンドの出力例を使用すると、次の内容を含む新しいファイルを/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth2に作成できます。


DEVICE=eth2
BOOTPROTO=none
HWADDR=24:BE:05:EF:5A:F4
ONBOOT=yes


最後に、ifconfigコマンドを使用してこのインタフェースを起動します。次に例を示します。


ifconfig eth2 up


Oracle Bug#15897549







8.4.7 (x86のみ) TPAはBroadcom 10ギガビット・イーサネットでは無効にする







仮想マシン・ネットワークで使用すると、Broadcom 10ギガビット・イーサネットNICがHP ProLiant DL980 G7サーバーでのクラッシュ情報をスローし、パフォーマンスが低下するというネットワーキング・バグを解決するには、TPAをbnx2xドライバ・モジュールに対して無効化します。

ポートがDom0トラフィックのみに使用される場合は、/etc/modprobe.confでbnx2xモジュールのエントリを次のように変更するとTPAを有効にできます。


options bnx2x disable_tpa=0


Oracle Bug#15971208







8.4.8 (x86のみ) Broadcom BCM5754ギガビット・イーサネットでジャンボ・フレームがサポートされていない







Broadcom BCM5754 Gigabit Ethernetネットワーク・コントローラでは、ジャンボ・フレームをサポートしません。







8.4.9 (x86のみ) ARPパケット・チェックサム・エラー







VLANs over bond mode 6(balance-alb)はVLANブリッジ・インタフェースとの互換性がないため、このモードのブリッジ・インタフェースはサポートされていません。

回避策: この問題には2つの回避策があります。


	
ブリッジ・インタフェースとしてbond mode 6を使用し、VLANs over bond mode 6を使用しないでください。


	
ブリッジ・インタフェースとしてVLANs over bond mode (1=active-backupまたは4=802.3ad)を使用してください。












8.4.10 (x86のみ)クラスタ・ハートビートのネットワークを変更しても新しいIPアドレスに反映されない







クラスタ・ハートビート・ネットワークのロールを別のIPアドレスが指定された別のネットワークに移動した場合、その変更はOracle VM Serverでは反映されません。

回避策: 新しいIPアドレスが反映されるようにネットワークの各Oracle VM Serverで/etc/ocfs2/cluster.confファイルを編集し、各Oracle VM Serverを再起動します。

Oracle Bug#12870099









8.5 ストレージ








	8.5.1 (x86のみ)クリーンでないファイル・システムをサーバー・プール・ファイル・システムとして使用するとエラーが発生する
	8.5.2 (x86のみ) LUNを再スキャンしてもサイズ変更されたLUNの新しいサイズが表示されない
	8.5.3 (x86のみ)既存のLUNを最初にアンマップすると、サーバー上の新しいLUNのサイズが正しくなくなる
	8.5.4 (x86のみ)記憶域リポジトリの作成前にLUNをクリーンアップする必要がある
	8.5.5 (x86のみ) Legacy LSI MegaRAIDコントローラのシステム・ディスクのブラックリスト登録がサポートされていない
	8.5.6 (x86のみ) HP Smart Array (CCISS)ディスク・デバイスでのマルチパスのシステム・ディスクのブラックリスト登録が失敗する
	8.5.7 (x86のみ) HP Smart Array CCISSディスク・デバイスではローカル記憶域リポジトリの作成がサポートされていない
	8.5.8 マルチホームのNFS共有がサポートされていない
	8.5.9 (x86のみ)単一パスでのマルチパスSANブートでカーネル・パニックが発生するかまたはファイル・システムが読取り専用になる
	8.5.10 (x86のみ) Oracle Pillar Axiomストレージ上のマルチパス環境で複数のパスが使用される
	8.5.11 NASベースのファイル・システムをリフレッシュすると無効または重複するエクスポートが行われる
	8.5.12 (x86のみ) SASディスクはローカル構成でのみサポートされている
	8.5.13 記憶域プラグインのバージョンがOracle VM Serverのバージョンと一致しない場合にエラーが発生する
	8.5.14 (x86のみ)仮想ディスクの共有OCFS2クラスタ・ファイル・システムがサポートされていない
	8.5.15 パフォーマンスを考慮して、仮想ディスク・イメージをOCFS2ブロック・サイズに適切に位置合せする必要がある




ここでは、記憶域に関連する既知の問題と回避策について説明します。





8.5.1 (x86のみ)クリーンでないファイル・システムをサーバー・プール・ファイル・システムとして使用するとエラーが発生する








	8.5.1.1 CHAPを使用する一般的なISCSI SANサーバーの検出




サーバー・プール・ファイル・システムがクリーンでなく(既存ファイルとサーバー・プールのクラスタ情報が含まれる)、これを使用してサーバー・プールを作成すると、多数のエラーが発生します。


	
ファイル・システムを使用してサーバー・プールを作成できません。次のエラーが表示されます。


OVMAPI_4010E Attempt to send command: create_pool_filesystem to server: server_name failed. 
OVMAPI_4004E Server Failed Command: create_pool_filesystem  ... No such file or directory


Oracle Bug#12839313


	
OCFS2ベースの記憶域リポジトリが孤立し(OCFS2ファイル・システムが作成されたときに使用していたclusterIdが存在しなくなった)、リポジトリをマウントしたりリフレッシュすることができず、次のエラーが表示されます。


"OVMRU_002037E Cannot present the Repository to server: server_name. Both server and repository 
need to be in the same cluster."






回避策: サーバー・プール・ファイル・システムとして使用する前に、すべてのファイルのファイル・システムをクリーニングします。

Oracle Bug#12838839





8.5.1.1 CHAPを使用する一般的なISCSI SANサーバーの検出







CHAP認証を使用して一般的なISCSI SANサーバーを検出する場合は、アクセス・ホストを追加する前に「Discover SAN Server」ウィザードの「Access Information」ステップで「Use Chap」チェック・ボックスを選択することが重要です。最初にアクセス・ホストを追加して、「Use Chap」認証ボックスを選択すると、ウィザードの最後にエラーが表示されます。


OVMRU_007202 ... The access host value must be set for this type of storage server.


回避策: 「Discover SAN Server」ウィザードの「Access Information」ステップで、「Use Chap」チェック・ボックスを選択し、その後にアクセス・ホストを追加します。エラーは表示されなくなります。

Oracle Bug#16036915









8.5.2 (x86のみ) LUNを再スキャンしてもサイズ変更されたLUNの新しいサイズが表示されない







LUNのサイズを変更し、ストレージ・アレイの物理ディスクを再スキャンしても、Oracle VM Managerに新しいサイズが反映されません。

Oracle Bug#12772588







8.5.3 (x86のみ)既存のLUNを最初にアンマップすると、サーバー上の新しいLUNのサイズが正しくなくなる







管理されていないファイバ・チャネル・アレイに属するLUNをサーバーからアンマップし、新しいターゲットを同じLUNを使用してサーバーにマップすると、そのサーバー上の物理ディスクの再スキャン後に、新しいLUNのサイズが、アンマップされたLUNのサイズに設定されます。

ターゲットがサーバーの外部で切り替えられていることから、LUNの再マップによってデータ破損が発生する可能性があるため危険です。エラーがメッセージ・ファイルに示されているはずです。


Warning! Received an indication that the operating parameters on this
target have changed. The Linux SCSI layer does not automatically adjust 
these parameters.


回避策: 新しいターゲットを公開する際は、最後の再起動以降に使用していないLUNで行うようにします。

Oracle Bug#14851579







8.5.4 (x86のみ)記憶域リポジトリの作成前にLUNをクリーンアップする必要がある







以前他のクラスタ化されたサーバー・プールによって使用されていたLUNに記憶域リポジトリを作成しようとすると、操作に失敗します。これは、ディスクまたはパーティションにすでにクラスタ・データが含まれている場合に、新しいOCFS2ファイル・システムの作成を妨げる組込みメカニズムが原因です。

回避策: LUNに記憶域リポジトリを配置する前に、すべてのファイルおよびファイル・システムを消去します。

Oracle Bug#13806344







8.5.5 (x86のみ) Legacy LSI MegaRAIDコントローラのシステム・ディスクのブラックリスト登録がサポートされていない







Oracle VM Serverでは、Legacy LSI MegaRAID (Dell PERC4)バス・コントローラのシステム・ディスクを/etc/blacklisted.wwidsファイルに追加することができないため、ディスクはマルチパス構成でブラックリスト登録されません。これは、バス・コントローラでは、ディスクごとに一意のハードウェアＩＤを返すことができないために発生します。したがって、Legacy LSI MegaRAID (Dell PERC4)バス・コントローラでのシステム・ディスクの使用はサポートされていません。

Oracle Bug#12944281







8.5.6 (x86のみ) HP Smart Array (CCISS)ディスク・デバイスでのマルチパスのシステム・ディスクのブラックリスト登録が失敗する







HP Smart Array (CCISS)へのOracle VM Serverのインストールでは、システム・ディスク(/etc/blacklisted.wwidsファイルに含まれていないもの)のブラックリスト登録に失敗します。/var/log/messagesファイルに次のようなメッセージが記録されています。


multipathd: /sbin/scsi_id exited with 1
last message repeated 3 times


回避策: multipath.confファイルに新しい行を追加し、マルチパスを構成して、CCISSシステム・デバイスをブラックリスト登録します。


# List of device names to discard as not multipath candidates
#
## IMPORTANT for OVS do not remove the black listed devices.
blacklist {
        devnode "^(ram|raw|loop|fd|md|dm-|sr|scd|st|nbd)[0-9]*"
        devnode "^hd[a-z][0-9]*"
        devnode "^etherd" 
+       devnode "^cciss!c[0-9]d[0-9]*"    <<====
        %include "/etc/blacklisted.wwids"
}



注意

この回避策は、HPSAモジュールを使用するHP Smart Arrayディスクについては必要ありません。



Oracle Bug#12722044







8.5.7 (x86のみ) HP Smart Array CCISSディスク・デバイスではローカル記憶域リポジトリの作成がサポートされていない







古いCCISSモジュールを使用するHP Smart Arrayディスク・デバイスは、ローカル記憶域リポジトリ、仮想マシンのrawディスク、またはサーバー・プール・ファイル・システムとしての使用についてはサポートされません。HPSAモジュールを使用するHP Smart Arrayディスク・デバイスは、完全にサポートされます。

コントローラでHPSAモジュールがサポートされるかどうかを検証するには、最初に次のコマンドを使用してローカル・ディスクのRAIDコントローラのPCI IDを取得します。


lspci -vnn|grep "RAID bus controller"


次のコマンドを実行して、HPSAモジュールでサポートされるコントローラのリストを調べて、使用するコントローラのPCI IDがリストに表示されるかどうかを確認します。


modinfo hpsa -F alias


コントローラがサポートされている場合は、そのコントローラに対してCCISSモジュールではなくHPSAモジュールが使用されていることを確認します。

Oracle Bug#16072257







8.5.8 マルチホームのNFS共有がサポートされていない







NFSファイル・サーバーに2つのIPアドレスがある場合、両方のインタフェースで同じファイル・システムを公開することはできません。このような状況は、両方のIPアドレスを別々のアクセス・ホストとして構成した場合(たとえば、異なるOracle VM Serverに異なるパスでアクセスする場合など)に発生します。その結果、同じファイル・システムが異なる2つの記憶域オブジェクト・エントリ(それぞれのIPアドレスに関連する異なるパスを持つ)に対応することになります。記憶域サーバーは1つのオブジェクトでのみ表すことができるため、この構成はOracle VMリリース3.2ではサポートされません。

回避策: 1つの記憶域サーバーには1つのアクセス・ホストのみ構成します。







8.5.9 (x86のみ)単一パスでのマルチパスSANブートでカーネル・パニックが発生するかまたはファイル・システムが読取り専用になる







マルチパスSANブート・サーバーで、サーバーから記憶域へのアクティブなパスが1つのみの場合、カーネル・パニックが発生する可能性があるか、または記憶域の再スキャン時にファイル・システムが読取り専用になる可能性があります。これは、マルチパスSANブートが、フルパス冗長性でのみサポートされていることが原因で発生します。最小限のフルパス冗長性の構成は次に示されています。


Server HBA1 --- FC switch 1 ---- Storage controller 1 port1
                             |-- Storage controller 2 port1

Server HBA2 --- FC switch 2 ---- Storage controller 1 port2
                             |-- Storage controller 2 port2


回避策: ファイル・システムに単一パスのかわりに複数パスを構成します。

Oracle Bug#13774291







8.5.10 (x86のみ) Oracle Pillar Axiomストレージ上のマルチパス環境で複数のパスが使用される







フェイルオーバーを実行すると(たとえば、ファイバ・チャネルなど1つのプロトコルを無効にすることによって)、パスはグループ化され、トラフィックはすべてのプロトコル(ファイバ・チャネルとISCSIの両方など)を流れますが、これは予期された動作ではありません。これはフェイルバックでも発生します。この問題は、Oracle VMリリース3.1.1とリリース3.2で発生します。

回避策: Axiomサーバーで次のコマンドを実行します。


# service multipathd restart 
# multipath -v3


Oracle Bug#14329375およびOracle Bug#14314282







8.5.11 NASベースのファイル・システムをリフレッシュすると無効または重複するエクスポートが行われる







NASベースのファイル・システムをリフレッシュすると、無効または重複したエクスポートが行われる場合があります。ファイル・システムのリフレッシュ・ジョブ中、Oracle VM環境で使用する予定のないファイル・システムであっても、NASベースのファイル・サーバーのエクスポート・ファイルに定義されたすべてのマウント・ポイントがリフレッシュされます。

たとえば、エクスポート・ファイルにエクスポート場所として/xyzが含まれ、/xyz/abcも含まれている場合などは、エクスポート・ファイルのサブディレクトリも含む最上位ディレクトリでも問題が発生する場合があります。この場合、ファイル・システムのリフレッシュ・ジョブで次のエラーが表示されます。


OVMRU_002024E Cannot perform operation. File Server: server_name, has invalid exports.


回避策: 2つ目の問題の場合、この問題の回避策として、NASベースのファイル・サーバーのエクスポート・ファイルで最上位のファイル・システムをエクスポートしないでください。

Oracle Bug#12800760







8.5.12 (x86のみ) SASディスクはローカル構成でのみサポートされている







Oracle VM Managerでは、ローカルSASストレージのみがサポートされています。Oracle VMリリース3.2では、共有SASストレージ(SAS SAN)はサポートされていません。つまり、エキスパンダを使用してSANと同様の動作を有効にするSASディスクは、ローカル・ストレージ・デバイスとしてのみアクセスできます。Oracle VM Managerは、検出プロセス時にローカルSASディスクを認識し、ローカル・ファイル・システムとして追加します。SAS SANディスクは、検出プロセス時に無視され、Oracle VM Managerでの使用にはアクセスできません。

SASデバイスが共有とローカルのどちらかを確認するには、次のコマンドを実行します。


# ls -l /sys/class/sas_end_device 


ローカルSAS:


lrwxrwxrwx 1 root root 0 Dec 18 22:07 end_device-0:2 ->\
 ../../devices/pci0000:00/0000:00:01.0/0000:0c:00.0/host0/port-0:2/end_device-0:2/sas_end_device/
   end_device-0:2
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Dec 18 22:07 end_device-0:3 ->\
../../devices/pci0000:00/0000:00:01.0/0000:0c:00.0/host0/port-0:3/end_device-0:3/sas_end_device/
  end_device-0:3


SAS SAN:


lrwxrwxrwx 1 root root 0 Dec 18 22:07 end_device-0:0:0 -> \
../../devices/pci0000:00/0000:00:01.0/0000:0c:00.0/host0/port-0:0/expander-0:0/port-0:0:0/
  end_device-0:0:0/sas_end_device/end_device-0:0:0
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Dec 18 22:07 end_device-0:1:0 -> \
../../devices/pci0000:00/0000:00:01.0/0000:0c:00.0/host0/port-0:1/expander-0:1/port-0:1:0/
  end_device-0:1:0/sas_end_device/end_device-0:1:0


SAS SANストレージの場合は、デバイス・エントリ内にエキスパンダが含まれることに注意してください。

Oracle Bug#13409094







8.5.13 記憶域プラグインのバージョンがOracle VM Serverのバージョンと一致しない場合にエラーが発生する







Oracle Storage Connect汎用プラグインおよびベンダー固有のハードウェアは、Oracle VM Serverの特定のリリースでの使用に適した異なるバージョンに存在します。Oracle VM Managerでの記憶域操作が記憶域プラグインと一貫して失敗する場合は、Oracle VM Serverに正しいプラグイン・バージョンがインストールされていることを確認します。次のリストは、Oracle VM Serverリリース3.0.3、3.1.1およびリリース3.2でのOracle Storage Connectプラグインの互換性を示しています。

Oracle VM Serverリリース3.2 (GAリリース)の互換プラグイン:


	
osc-plugin-manager-1.2.8-26.el5


	
osc-plugin-manager-devel-1.2.8-26.el5


	
osc-oracle-ocfs2-0.1.0-38.el5


	
osc-oracle-netapp-1.2.8-7.el5


	
osc-oracle-generic-1.1.0-74.el5


	
osc-oracle-s7k-0.1.2-50.el5






Oracle VM Serverリリース3.1.1 (GAリリース)の互換プラグイン:


	
osc-plugin-manager-devel-1.2.8-19.el5


	
osc-oracle-netapp-1.2.8-6.el5


	
osc-plugin-manager-1.2.8-19.el5


	
osc-oracle-generic-1.1.0-55.el5


	
osc-oracle-s7k-0.1.2-45.el5


	
osc-oracle-ocfs2-0.1.0-36.el5






Oracle VM Serverリリース3.0.3 (GAリリース)の互換プラグイン:


	
osc-plugin-manager-devel-1.2.8-9.el5


	
osc-oracle-netapp-1.2.8-1.el5


	
osc-plugin-manager-1.2.8-9.el5


	
osc-oracle-generic-1.1.0-44.el5


	
osc-oracle-s7k-0.1.2-31.el5


	
osc-oracle-ocfs2-0.1.0-31.el5






Oracle Bug#13938125







8.5.14 (x86のみ)仮想ディスクの共有OCFS2クラスタ・ファイル・システムがサポートされていない







仮想ディスク上のOCFS2クラスタ・ファイル・システムを共有する仮想マシンで構成を作成する場合、重大なI/O中断が発生する場合があります。これは、クラスタ化されたサーバー・プールのハートビート機能に影響を与え、さらにOracle VM Serverを再起動させます。したがって、仮想ディスクの共有OCFS2クラスタ・ファイル・システムは、サポートされた構成ではありません。

回避策: 物理ディスクまたはLUNを使用します。構成の仮想マシンでこのディスクまたはLUNへの共有アクセスがあることを確認して、ここで共有OCFS2クラスタ・ファイル・システムを作成します。

Oracle Bug#13935496







8.5.15 パフォーマンスを考慮して、仮想ディスク・イメージをOCFS2ブロック・サイズに適切に位置合せする必要がある







仮想ディスクのパーティションがOCFS2ブロック・サイズに適切に位置合せされていない場合、OCFS2が仮想ディスク・イメージへのI/Oをシリアライズし、パフォーマンスが低下することになります。これはOCFS2リポジトリに格納される仮想ディスク・イメージのみに影響し、NFSリポジトリには該当しません。

回避策: 仮想ディスク・イメージ内で位置合せされていないパーティションの有無を調査し、見つかった場合は、適切に位置合せされたパーティションでディスク・イメージを再作成します。パーティションが正しく位置合せされているかどうかを確認するには、fdisk -luを使用してパーティションの開始セクターを検索します。これらが8の倍数 (512バイト・セクター)であることを確認します(この場合は4KB、つまりOCFS2ブロック・サイズで位置合せされます)。


注意

多くの最新のオペレーティング・システムでは、最初のパーティションがセクター2048で開始されており(1MBに位置合せ)、ほとんどのストレージRAIDのストライプ・サイズに適しています。



Oracle Bug#14355588









8.6 その他








	8.6.1 EXT4ファイル・システムを使用するOracle LinuxシステムでMySQLパフォーマンスが低下する
	8.6.2 Oracle VMコマンドライン・インタフェースを使用して実行中の仮想マシンからvmdiskMappingを削除できない
	8.6.3 Unicodeはアセンブリではサポートされていない
	8.6.4 BasicFiles LOBを使用するとデータベースでOracle DBの破損が発生する場合がある




この項では、前述のカテゴリに該当しないその他の問題に関する、既知の問題および回避策について説明します(たとえば、Oracle VMユーティリティまたはOracle VMコマンドライン・インタフェースに関する問題など)





8.6.1 EXT4ファイル・システムを使用するOracle LinuxシステムでMySQLパフォーマンスが低下する







デフォルトのマウント・パラメータによってEXT4ファイル・システムでフォーマットされたOracle Linuxシステムで、Oracle VM Manager内のMySQLのパフォーマンスが大幅に低下します。

回避策: Oracle VM Managerがインストールされたファイル・システムのマウント・パラメータを変更します。これは、/etc/fstabを編集し、マウント・オプションを(rw,noatime,data=writeback,barrier=0,nobh)に変更することで実行きます。

Oracle Bug#14624617







8.6.2 Oracle VMコマンドライン・インタフェースを使用して実行中の仮想マシンからvmdiskMappingを削除できない







Oracle VM Manager CLIを使用して実行中の仮想マシンからvmdiskMappingを削除することはできません。これは、仮想マシンに対してCD-ROMデバイスとして表されるISOを取り出すことができないことを示しています。

Oracle Bug#15901598







8.6.3 Unicodeはアセンブリではサポートされていない







アセンブリ内でアプライアンスまたはサーバー名にUnicodeまたはマルチバイト・キャラクタを使用することは、Oracle VMではサポートされません。

Oracle Bug#14624338







8.6.4 BasicFiles LOBを使用するとデータベースでOracle DBの破損が発生する場合がある







ラージ・オブジェクト(LOB)のBasicFiles構成を使用すると、Oracle VM Managerデータベースが破損する場合があります。BasicFilesのLOB構成は、パフォーマンスと安定性のより優れたSecureFiles LOBに代わっています。通常この構成の結果、破損が発生すると、次のテキストとともにSQL例外が返されます。


ORA-01555: snapshot too old...


今後このバグが発生しないよう、データベースの構成を更新することをお薦めします。BasicFilesではなくSecureFilesを使用して起動するには、すべての表内のLOBを変換する必要があります。LOBの移行方法およびSecureFilesの利点の詳細は、次の場所にあるホワイトペーパーを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/database/securefilesmigrationpaper-130440.pdf

破損イベントから回復できるよう、常に、データベースが定期的にバックアップされるようにしてください。

Oracle Bug#13873367、17080032















9 Oracle VMのアップグレード







Oracle VMリリース3.xには、Oracle VMの以前のリリースとの下位互換性はありません。Oracle VMリリース2.xを使用している場合、リリース3.2にアップグレードすることはできません。Oracle VM ServerおよびOracle VM Managerを再インストールする必要があります。ただし、たとえば、Oracle VMリリース3.0.3からリリース3.2へのアップグレードのように、Oracle VM 3.xリリース間でのアップグレードは可能です。Oracle VM 3.xリリース間でのアップグレードの詳細は、『Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド』を参照してください。

Oracle VMでは、Oracle XEデータベースが現在サポートされていないため、Oracle XEをバックエンド・リポジトリとして使用しているOracle VM Managerのバージョンのアップグレードは、このリリースではサポートされていません。Oracle VM Managerの既存のインストール用に現在Oracle XEデータベースを実行している場合、リリース3.2へのアップグレードを実行する前に、Oracle XEデータベースをOracle SEまたはOracle EEに移行する必要があります。

Oracle VM Serverリリース3.1.1では、デフォルトでsudoパッケージがインストールされます。このパッケージとOracle VM Serverリリース3.2との依存関係はなくなりました。このパッケージが不要な場合は、削除できます。使用を継続する場合、ovs-support-toolsパッケージもインストールする場合があります。手順は、『Oracle VM インストレーションおよびアップグレード・ガイド』を参照してください。
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